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１．我孫子市の概要                

 

地勢 我孫子市は千葉県の北西部、都心から３０ｋｍ圏に位置しています。面積４３．１５㎢の

市域は、南北に約４ｋｍ、東西約１４ｋｍと細長く、北側に利根川を、南側に手賀沼を望む、自

然に恵まれた標高２０ｍ前後の台地と周囲の低地で形づくられた地形をなしています。 

  我孫子の歴史は古く、発掘調査により約３万年前から先人たちが住んでいたことがわかっていま

す。利根川に面した縄文時代の「貝塚」や手賀沼に面した「我孫子古墳群」に遠い昔をしのぶこと

ができます。時代の流れと共に、悠々たる歴史を育んできた我孫子に、近代化の幕が切って落とさ

れたのは、明治２９年に常磐線が開通してからのことです。鉄道が開通したことにより、大きな工

場が建てられる一方、美しい自然に惹かれた当時の文人や文化人たちが競って住居や別荘を構え、

経済の近代化や文化の面での活動が盛んになりました。さらに、明治３４年には成田線が開通し、

都心との経済的な交流もいっそう盛んになりました。昭和３０年に、当時の「我孫子町」「湖北村」

「布佐町」が合併し新制我孫子町となり、昭和４５年７月１日に我孫子市が誕生した頃からは、急

激に都市化が進んできました。市誕生当時は人口５万人弱でしたが、現在では１３万２千人を超え

る人々が暮らし、首都圏の自然に恵まれた住宅都市として着実に発展しています。 

 

我孫子の由来  「我孫子」という地名は非常に難読な地名として知られています。現在のとこ

ろ、我孫子市域をさす「アビコ」として資料的に最古のものは、鎌倉時代末の正和２（１３１３）

年の「尼しんねん譲(ゆずり)状」（土地の相続をめぐる遺言書）に「しもつさのくにあひこのむ

ら」（下総国我孫子村）とあるものと考えられています。これにより少なくとも鎌倉時代には我

孫子市域が「アビコ」として呼ばれていたことがわかります。それ以前の奈良・平安時代の公式

な文書では我孫子市周辺は「下総国相馬郡」と呼ばれていて、我孫子という地名は確認されてい

ません。 

  それでは、我孫子の由来とは一体どのようなものでしょうか。古代において「我孫子」は氏（ウ

ジ）や姓（カバネ）という、血筋や職種にかかわる苗字のようなものであり、人名として使用さ

れていました。表記は異なりますが「阿毘古」「我孫公」という人の記録が残されています。古

墳時代（３世紀から７世紀）にかけて日本列島で大きな権力を有した大王（オオキミ、のちの天

皇家につながっていくとされる）や大和地方の有力豪族は、各地の地方豪族を支配下におさめる

際に、豊かな土地を直轄地とし、そこに住む人々から貢納物を納めさせました。その際に土地や

そこに住む人々に「我孫子」という名前が付けられたと考えられます。大阪や奈良をはじめ、全

国各地に「我孫子」「安孫子」「吾孫子」などの地名や人名が認められるのはこのためであると

思われます。 

  また発掘調査の成果からみると、我孫子には水神山古墳（高野山、全長６９ｍの前方後円墳。

４世紀後半。千葉県北西部地区最大の古墳）が作られ、古墳時代の早い時期から大和政権とつな

がった人物がいたと考えられることから、文字として残されてはいませんが、大王や大和政権と

の深い結びつきから「我孫子」の地名が付けられたと考えられるのです。 
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２．我孫子市教育施策                

『我孫子市教育施策』は、教育委員会議の審議を経て、毎年度定めています。

施策の展開にあたっては、積極的に情報を発信するなどして、市民の皆様と情

報の共有を図りながら社会全体で「生きる力」をより一層育み、施策の基本方

針である「個性を尊重し、互いに学び合う、学校教育並びに生涯学習の推進」

を目指していきます。   

平成２８年度我孫子市教育施策  

【基本方針】  

個性を尊重し、互いに学び合う、学校教育並びに生涯学習の推進  

 

【目標】  

Ⅰ .子どもの創造性と自主性を育む教育の充実  

重点施策１．学校教育の充実  

（１）心身ともに健康な児童生徒の育成  

○思いやりのある豊かな心、社会性を育む規範意識を醸成する人権教育及

び道徳教育の充実  

○望ましい生活習慣につながる健康教育・食育の推進  

○心身の健全な発達を支える学校体育の充実  

○情操豊かな心を育てる文化的行事や学習活動の支援  

○情報モラル教育の推進  

○幼稚園・保育園から小学校へのスムーズな移行や「小１プロブレム I」の

解消などに向けた幼保小連携の推進  

（２）確かな学力の育成  

○体験活動や課題解決における学び合い活動を通した、わかりやすく実感

のある学習過程の工夫  

○基礎的・基本的な知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力の育成  
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○主体的に学習に取り組むための、個に応じたきめ細かな指導方法の工夫  

○学級経営の支援（Ｑ－Ｕ検査 IIの活用）と指導力の向上  

○全員がわかる、理解できるユニバーサルデザイン IIIの視点をもった授業

の工夫  

○外国語教育・活動における指導力の向上及びＡＬＴの活用  

（３）小中一貫教育の推進  

○学力向上と豊かな心の育成、「中１ギャップ IV」の解消をめざす、９年間

を見通した小中一貫教育の推進  

○小中学校の円滑な接続を重視した中学校区の実態に応じた小中一貫教

育の充実  

（４）安心して快適に学べる教育・学習環境の充実  

○児童生徒の安全確保と防災体制・安全教育・防災教育の充実  

○学校内の放射線量等の測定と給食食材等の放射性物質検査の継続  

○校舎等の老朽化対策や ICTV機器の更新など、施設や設備・教育機器な

どの整備と充実  

○エアコン設置による教室環境の改善  

（５）信頼される学校づくりの推進、教職員の意識高揚を図る職場環境づくり  

○子どもと向き合う時間の確保  

○学校評価を活用した学校運営の改善                      

○情報の積極的な発信と保護者・地域への丁寧な説明                              

○教職員全員で取り組むモラールアップ委員会の充実  

重点施策２．地域に根ざした教育の充実  

（１）地域全体で学校教育を支えるしくみづくり  

○学校支援地域本部事業 VIの推進  

○社会的･職業的自立に向け、必要な基盤となる能力を全教育活動を通じ

て育成するキャリア教育の充実  

○地域の大学・高等学校との連携強化による児童生徒への学習支援  

（２）地域に密着した学習の場の提供  

○ふるさと我孫子の資源を活用した学習の推進  

重点施策３．子どもの成長・自立への支援  
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（１）教育相談・支援体制の充実  

○一人ひとりの教育的ニーズに対応した特別支援教育の推進  

○適応指導や生徒指導を充実させるシステムの構築と相談体制の整備  

○不登校予防や解消に向けた支援体制の充実と関係機関との連携強化  

○就学支援の充実  

○帰国・外国人児童生徒への日本語支援体制の整備  

（２）いじめ・非行防止対策の推進  

○我孫子市いじめ防止対策推進条例に沿ったいじめの予防、早期発見と対

処及び解消  

○学校・市ほか関係機関との連携強化と相談窓口の充実  

○街頭パトロールの実施、青少年育成団体との連携強化による青少年の非

行防止活動の推進  

○警察・生活安全関係機関との連携強化  

（３）子ども部との連携強化  

○特別に支援を要する児童生徒への支援体制の充実  

 

Ⅱ .市民が生涯にわたって生き生きくらすための学習体制の充実  

重点施策１．生涯学習環境の充実  

（１）学びたいときに学べる学習機会の充実  

○鳥の博物館の教育普及事業の拡充  

○図書館サービスの充実、市民の読書活動の推進  

○市民ニーズに対応した公民館学級・講座の充実  

○学習情報・学習相談の充実  

（２）人づくり・まちづくりにつながる学習活動の支援 

○時代の変化や地域の課題に対応し、市民のニーズが高いテーマを学習   

する機会の提供  

○まちづくりにつながる市民の自主的な学習活動の支援  

○学習の成果が、市民活動団体の育成と活性化につながる生涯学習の推進  

（３）学習施設の整備・充実   

○公民館、図書館、鳥の博物館などの施設・機能の充実  
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○生涯学習拠点施設の整備の検討  

（４）市民の学習活動を支える体制の整備   

○生涯学習推進計画に基づく施策の推進  

○生涯学習情報提供と相談体制の整備・充実  

○市民活動団体・NPO 法人・学校・企業等との連携強化  

○生涯学習ボランティアの育成及び活動の場の整備  

重点施策２．スポーツの振興  

（１）スポーツ施設の管理・整備と民間施設等  の活用  

○スポーツ施設の適正な維持管理  

○民間スポーツ施設の活用や近隣市施設の相互利用の推進  

（２）生涯スポーツの推進  

○スポーツ推進委員と連携した総合型地域スポーツクラブの育成・支援  

○生涯スポーツを支えるスポーツ指導者の養成  

（３）スポーツを楽しむ機会の充実  

○市民が気軽に参加できるスポーツイベント等の開催  

重点施策３．文化芸術活動への支援と地域文化の継承  

（１）文化芸術活動への支援と環境整備  

○共催及び後援事業による文化芸術活動の充実  

○既存施設の効率的利用の促進  

○新たな大規模ホールを含めた文化施設の調査研究  

（２）新たな文化芸術活動の創出  

○文化芸術活動や団体に関する情報の発信  

○文化芸術活動にふれる機会や参加する機会の充実  

○我孫子の自然や風土をいかした新たな活動への支援  

（３）生活文化・郷土芸能の保存と継承  

○生活文化や郷土芸能の聞き取りや現地踏査などの調査・研究  

○生活文化や郷土芸能の継承  

（４）歴史的・文化的遺産の整備・活用  

○指定文化財制度や登録文化財制度による文化財の保存・活用  

○手賀沼文化拠点整備計画に基づく整備・活用の推進  
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（５）埋蔵文化財や歴史資料の調査・研究  

○埋蔵文化財や歴史資料に関する調査・研究の推進  

○埋蔵文化財や歴史資料に関する報告書・資料集等の刊行  

（６）歴史的・文化的遺産に関する情報発信の拡充  

○歴史的・文化的遺産を公開する場や機会の確保  

○地域の歴史や文化に親しめる環境づくりの推進  

 

                                            
I 小学校に入学したとき、生活リズムや学習内容になじめず、集団行動がとれない、席に座ってい

られないなどの行動が継続する状態です。  
II Ｑ－Ｕ検査（学級診断尺度調査）： Questionnaire-Utilities の略。学校生活における児童・生徒

個々の意欲や満足感、および学級集団の状態を質問紙によって測定します。 実施により、いじめの

防止・発見、よりよい学級集団づくりに活用できます。我孫子市では、小学校は、  4・ 5・ 6 年生、

中学校は、 1・ 2 年生で実施します。  
III 学力の優劣や発達障害等の有無に関わらず、すべての児童生徒が「楽しくわかる・できる」こと

を目指し、教科指導における工夫や様々な子どもへの配慮を駆使して行う授業。  

IV 小学校から中学校に進学したときに、学習内容や生活リズムの変化になじむことができず、いじ

めが増加したり不登校になったりする現象です。  
V ICT（情報コミュニケーション技術）： Information and Communication Technology の略。市内小

中学校ではコンピュータやインターネットに加えて、プロジェクタ、デジタルカメラ、プレゼンテ

ーションソフトなどの ICT 機器が、各教科や総合的な学習の時間など多くの教科等で幅広く活用さ

れています。  
VI 地域のコーディネーターを中心とする「学校支援地域本部」を設置し、地域住民や保護者が学校

支援ボランティアとなり、学習や部活動の指導などについて、学校のニーズや地域の実情に応じて

学校教育活動の支援を行うものです。  
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３．教育行政                    

 

（１）教育長及び教育委員 

 
教育長 委 員 

（教育長職務代理者）  

委 員 委 員 委 員 

 

倉部

く ら べ

 俊

とし

治

はる

 

 

北嶋

きたじま

 扶美子

ふ み こ

 

 

 

 

 

 

 

豊島

とよしま

 秀

ひで

範

のり

 

 

 

 

 

 

 

長谷川

は せ が わ

 浩子

ひ ろ こ

 

 

足立

あ だ ち

 俊

とし

弘

ひろ

 

 

 

 

職名 氏名 任期 備考 

教育長 倉部 俊治 

平成２７年４月１日から 

平成３０年３月３１日まで 

（平成２５年９月２日就任） 

元市職員 

委員  

（教育長職

務代理者） 

北嶋  扶美子  

平成２４年１２月２６日から 

平成２８年１２月２５日まで 

（平成２０年１２月２６日就任） 

ガールスカウト団委員長  

国際交流協会副会長  

委員  豊島  秀範  

平成２４年１２月２６日から 

平成２８年１２月２５日まで 

（平成２４年１２月２６日就任 ) 

大学教授  

委員  長谷川  浩子  

平成２５年１２月２２日から 

平成２９年１２月２１日まで 

（平成２５年１２月２２日就任） 

主婦  

（保護者） 

委員  足立  俊弘  

平成２６年１０月３日から 

平成３０年１０月２日まで 

（平成２６年１０月３日就任） 

保育園園長  

（保護者） 

教育長の任期は３年、委員の任期は４年。 
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（２）教育委員会議決事項 

 

○ 教育行政の運営に関する基本方針を定めること。 

○ 教育委員会の規則、訓令及び告示（規程形式に限る。）を制定し、又は改廃すること。 

○ 予算その他議会の議決を要する事件の議案について市長に意見を申し出ること。 

○ 教育機関の設置及び廃止を決定すること。 

○ 教育機関の敷地を設定し、又は変更すること。 

○ 教育機関の施設の整備計画を定めること。 

○ 教育事務に係る特に重要な契約を結ぶこと。 

○ 県費負担職員の任免その他進退に関する内申に関すること。 

○ 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関（県費負担職員を除

く。）の職員の任免その他の人事に関すること。 

○ 附属機関の委員を任命し、又は委嘱すること。 

○ 教育功労者を表彰すること。 

○ 市内の小学校及び中学校の通学区域を設定し、又は変更すること。 

○ 教科用図書の採択に関すること。 

○ 教科用図書その他の教材の取扱いの方針を定めること。 

○ 職員の研修の実施に関する方針を定めること。 

○ 職員団体との重要な交渉に関すること。 

○ 請願及び陳情に関すること。 

○ 教育委員会がその当事者である争訟に関すること。 

○ 市文化財の指定及び解除に関すること。 

○ 審査請求に対する裁決に関すること。 

○ 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等に関すること。 

○ 前各号に掲げるもののほか、重要又は異例に属する事項 

 

我孫子市教育委員会行政組織規則（平成元年教育委員会規則第２号）抜粋 

 

 



（３）教育委員会事務局組織図

（平成28年4月1日現在）

生

　
涯

　
学

　
習

　
部

生 涯 学 習 課

文化・スポーツ課

鳥 の 博 物 館

奉 仕 担 当

教

　
育

　
総

　
務

　
部

総 務 担 当

施 設 担 当
総 務 課

学 校 保 健 担 当

学 務 担 当

小中一貫教育推進担当

教 育 研 究 担 当

特 別 支 援 教 育 担 当

指 導 課

管 理 担 当

教

　
育

　
長

博 物 館 担 当

総 務 担 当

ス ポ ー ツ 振 興 担 当

指 導 担 当

図 書 館

小中一貫教育推進室

学 校 教 育 課

教 育 研 究 所

学 校 給 食 担 当

湖 北 台 分 館

布 佐 分 館

少 年 セ ン タ ー

公 民 館 担 当

文 化 振 興 担 当

歴 史 文 化 財 担 当

企 画 調 整 担 当
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（４）事務分掌

(１)　教育総務部
事務の概目

総務課 総務担当 ○　部の企画調整に関すること。
○　公印及び例規類の整備保管に関すること。
○　教育委員会議に関すること。
○　教育委員会の規則等の制定及び改廃に関すること。
○　教育委員及び教育長の秘書事務に関すること。
○　教育行政の施策の総括及び各課の所掌事務の連絡調整に関すること。
○　儀式及び顕彰に関すること。
○　事務局職員の定数、任免その他の人事に関すること。
○　文書の受発及び保管に関すること。
○　附属機関の委員の任命及び委嘱に関すること。
○　事務局職員の研修及び福利に関すること。
○　議会との連絡に関すること。
○　教育行政相談受付に関すること。
○　教育振興基本計画の策定及び進行管理に関すること。
○　教育振興基金に関すること。
○　前各号に掲げるもののほか他の担当に属さない事務。

施設担当 ○　学校施設の整備計画に関すること。
○　学校施設の建築に関すること。
○　校地及び校舎の維持管理に関すること。
○　施設台帳の整備保管に関すること。
○　学校施設の国庫補助及び起債に関すること。

学校教育課 学務担当 ○　学齢簿の編成、整備及び保管に関すること。
○　児童生徒の就学，転学及び退学に関すること。
○　児童生徒の就学援助に関すること。
○　児童生徒の就学免除、猶予に関すること。
○　通学区域の設定及び変更に関すること。
○　通学区域審議会に関すること。
○　幼児教育振興審議会に関すること。
○　情報の公開等に係る受付及び実施に関すること。

管理担当 ○　学校の設置及び廃止に関すること。
○　県費負担職員の任免その他の進退に関する内申及び服務に関すること。
○　学校の組織及び編制に関すること。
○　学校の教材、備品等の整備に関すること。
○　備品台帳等財産台帳の整備に関すること。
○　学校に対する予算配分及び執行に関すること。
○　学校教育に係る国庫補助及び県費補助に関すること。
○　学校教育に係る調査及び統計に関すること。
○　県費負担職員の福利厚生に関すること。
○　学校給食の運営に関すること。
○　学校給食の衛生管理に関すること。
○　学校に勤務する職員及び児童生徒の健康診断に関すること。
○　学校医、学校歯科医、学校薬剤師等に関すること。
○　学校保健及び学校安全に関すること。
○　学校教育施設の環境衛生に関すること。
○　日本スポーツ振興センターに関すること。

学校給食担
当

学校保健担
当

区分
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事務の概目
指導課 指導担当 ○　学校経営及び学校教育の指導援助に関すること。

○　教育課程及び学習に関すること。
○　生徒指導及び教科外活動の指導助言に関すること。
○　教科用図書の採択に関すること。
○　研究校その他研究機関の指導助言に関すること。
○　教職員の研修に関すること。
○　コンピュータ教育に関すること。
○　進路指導に関すること。
○　学校の連合行事に関すること。
○　学校体育の振興に関すること。
○　学校教育におけるいじめに関すること。
○　いじめ防止対策委員会に関すること。
○　小中一貫教育の計画に関すること。
○　教育課程及び学習指導に関すること。
○　その他小中一貫教育に関すること。

(２)　生涯学習部
事務の概目

生涯学習課 ○　部の企画調整に関すること。
○　生涯学習及び社会教育に関する調査及び諸統計、資料の刊行に関するこ
    と。

○　生涯学習審議会に関すること。
○　社会教育事業の計画・実施に関すること。
○　視聴覚ライブラリーに関すること。
○　社会教育指導員に関すること。
○　社会人権教育に関すること。
○　成人式に関すること。
○　青少年関係団体に関すること。
○　子ども部の青少年健全育成事業との連携に関すること。
○　その他社会教育に関すること。
○　生涯学習推進計画の策定及び進行管理に関すること。
○　生涯学習関係機関（小学校・中学校・高等学校・大学、民間教育機関、
    企業等）との連絡調整に関すること。
○　文化施設整備基金に関すること。
○　その他生涯学習の振興に関すること。
○　文化事業の計画及び実施に関すること。
○　芸術文化の振興に関すること。
○　芸術文化団体の指導育成に関すること。
○　伝統芸能継承活動の推進に関すること。
○　めるへん文庫基金に関すること。
○　文化財の保護・活用に関すること。
○　文化財審議会に関すること。
○　歴史に関すること。
○　文化財保存基金に関すること。
○　社会体育施設建設計画に関すること。
○　社会体育施設の管理及び運営に関すること。
○　学校運動施設開放事業に関すること。
○　スポーツ推進委員に関すること。
○　スポーツ・レクリエーション団体の指導、育成に関すること。
○　スポーツ・レクリエーションの振興に関すること。
○　スポーツ・レクリエーション指導者の育成に関すること。
○　ふれあいキャンプ場に関すること。
○　スポーツ振興基金に関すること。

文化・ス
ポーツ課

歴史文化財
担当

文化振興担
当

スポーツ振
興担当

区分

区分
企画調整担
当

小中一貫教
育推進担当

（小中一貫
教育推進
室）
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(３)　教育機関
所属課 教育機関名 担当名 事務の概目

教育研究所 教育研究所 教育研究担当 ○　教材及び教具の開発に関すること。
○　教科用図書及び教材の取扱いに関すること。
○　教育情報の収集と整理活用に関すること。
○　長期欠席児童生徒の指導に関すること。
○　適応指導教室（ヤング手賀沼）に関すること。
○　特別支援教育に関すること。
○　発達・教育相談に関すること。
○　児童生徒の教育支援に関すること。
○　こども発達センターとの連絡調整に関すること。

指導課 ○  少年の指導に関すること。
○  少年センターの管理運営に関すること。

生涯学習課 公民館担当 ○　学級、講座、講演会及び展示会等の実施に関すること。
○　ボランティア、リーダー及び講師の養成に関すること。
○　公民館事業のカリキュラム等の調整及び調査研究に関す
    ること。
○　公民館の管理運営に関すること。
○　公民館事業の資料作成、刊行及び配布に関すること。
○　生涯学習センターの管理運営に関すること。

○　生涯学習情報の収集、提供及び学習活動の奨励及び援助
    に関すること。

○　生涯学習相談に関すること。
図書館 総務担当 ○　図書館計画に関すること。

○　文書の受発、保管及び公印の管理に関すること。
○　施設管理に関すること。
○　図書館の情報管理及び統計に関すること。

奉仕担当 ○　図書館の奉仕計画及び蔵書に関すること。
○　図書館の奉仕及びサービスに関すること。
○　関連団体の育成に関すること。
○　関係機関との相互協力に関すること。
○　図書館資料の整備に関すること。

分館 ○　分館の奉仕及びサービスに関すること。
○　図書館資料の整理に関すること。

鳥の博物館 博物館担当 ○　博物館施設の管理に関すること。
○　博物館運営計画作成に関すること。
○　博物館資料等の収集、保管及び展示に関すること。
○　博物館資料の調査研究及び普及活動に関すること。

○　他の博物館、関係機関との交流及び資料の交換に関する
    こと。

白樺文学館 ○　白樺文学館資料の収集及び保存に関すること。
○　白樺文学館資料の展示及び閲覧に関すること。
○　白樺文学館資料についての調査及び研究に関すること。
○　白樺文学館の管理及び運営に関すること。
○　白樺文学館の入館受付に関すること。
○　白樺文学館の休館日、開館時間等に関すること。
○　白樺文学館の入館の減免に関すること。

湖北地区公
民館

文化・スポーツ課 歴史文化財担
当

特別支援教育
担当

少年センター

我孫子市民
図書館

我孫子地区
公民館
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（５）教育費当初予算年次別推移
  （単位：千円）

年度

予算区分

教育総務費 1,042,519 1,000,861 1,020,275 1,127,637 1,162,600

教育委員会費 3,541 3,490 3,588 3,662 3,273

事務局費 366,625 341,527 342,336 331,518 343,457

教育研究指導費 340,738 330,129 347,506 426,308 440,381

学校教育費 331,615 325,715 326,845 366,149 375,489

小学校費 622,465 843,178 1,165,497 488,986 555,802

学校管理費 283,229 281,742 278,194 283,489 298,124

教育振興費 11,355 11,307 11,314 13,040 10,499

学校施設管理費 327,881 550,129 875,989 192,457 247,179

中学校費 409,881 465,415 406,219 1,071,184 261,490

学校管理費 178,258 173,312 173,313 167,156 170,154

教育振興費 7,351 5,730 5,724 5,743 1,827

学校施設管理費 224,272 286,373 227,182 898,285 89,509

社会教育費 939,892 858,142 864,312 1,042,157 996,599

社会教育総務費 156,108 168,973 160,592 143,246 133,073

公民館費 125,144 132,111 140,187 276,076 181,488

市史編さん費 3,246 4,138 4,046 5,387 7,677

文化費 184,487 87,160 78,328 132,260 114,401

少年センター運営費 4,703 4,424 4,547 4,509 4,566

図書館費 284,955 290,423 288,375 294,593 287,691

青少年教育費 4,698 5,370 4,963 5,101 4,944

博物館費 99,747 89,767 103,108 101,640 180,232

生涯学習センター費 76,804 75,776 80,166 79,345 82,527

保健体育費 841,606 848,178 858,821 819,073 835,436

保健体育総務費 109,289 107,664 89,515 74,851 77,688

保健給食費 599,946 605,793 619,508 589,352 594,163

体育施設費 132,371 134,721 149,798 154,870 163,585

教育費予算額 3,856,363 4,015,774 4,315,124 4,549,037 3,811,927

一般会計予算額 34,960,000 36,380,000 36,500,000 38,500,000 39,280,000

一般会計に占める割合 11.0% 11.0% 11.8% 11.8% 9.7%

２７年度２４年度 ２５年度 ２６年度 ２８年度

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 

保健体育費 

社会教育費 

中学校費 

小学校費 

教育総務費 
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４．教育施策と今年度の主な事業          

目標Ⅰ.子どもの創造性と自主性を育む教育の充実  

重点施策１．学校教育の充実  

（１）心身ともに健康な児童生徒の育成                   

○思いやりのある豊かな心、社会性を育む規範意識を醸成する人権教育及び道徳教

育の充実  

○望ましい生活習慣につながる健康教育・食育の推進  

○心身の健全な発達を支える学校体育の充実  

○情操豊かな心を育てる文化的行事や学習活動の支援  

○情報モラル教育の推進  

○幼稚園・保育園から小学校へのスムーズな移行や「小１プロブレム」の解消など

に向けた幼保小連携の推進  

 

今年度の主な事業  

事業名 内 容 担 当 

小中学校給食調理業務委

託事業  

小中学校給食調理業務の民間委託（１８

校）を継続します。    

学校教育課  

我孫子産農産物の学校給

食導入事業    

「我孫子産米コシヒカリ」を市内小中学校

の学校給食に全量使用し、使用回数は週 3.9

回を維持します。お米を主食とした食生活

や食文化の大切さを伝えます。    

「我孫子産野菜」の導入を小中学校で行い、

地元産農産物への関心を高めます。    

  

 

 

 

 

  

 

 

学校教育課  

栄養教諭・栄養職員を中

核とした食育推進事業    

食生活実態調査に基づき、学校全体計画及

び年間計画に沿って、給食を通しての食育

を推進します。    

学校教育課  

我孫子市学校保健会運営

事業  

児童生徒の健康保持増進の実践力を育成す

るために、小中学校における食育・歯科保

健活動の充実を図ります。  

学校教育課  
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幼保小連携事業  

 

「我孫子市幼保小連携・接続カリキュラム」

を作成します。  

指導課  

 

 

（２）確かな学力の育成                          

○体験活動や課題解決における学び合い活動を通した、わかりやすく実感のある学

習過程の工夫  

○基礎的・基本的な知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力の育成  

○主体的に学習に取り組むための、個に応じたきめ細かな指導方法の工夫  

○学級経営の支援（Ｑ－Ｕ検査の活用）と指導力の向上  

○全員がわかる、理解できるユニバーサルデザインの視点をもった授業の工夫  

○外国語教育・活動における指導力の向上及びＡＬＴの活用  

 

今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

小中学校への要請訪問  

 

市内小中学校が研究（研修）を実施するに

あたって、より充実した研究となるように

指導主事を派遣し、指導にあたります。  

指導課  

 

教職員研修  教職員の指導力向上のため、我孫子市独自

の研修会を開催し、市内児童生徒の学力の

向上及び教職員の教育的資質の向上を図り

ます。  

指導課  

 

学力向上の推進  児童生徒の学力向上のため、学力向上推進

委員連絡協議会を主催したり、小中学校交

流授業や研究協議会を開催したりすること

により、市内児童生徒の学力向上及び、教

職員の教育的資質向上を図ります。  

指導課  

 

小中学校理科教育支援事

業  

学習指導要領でも理数教育の充実が求めら

れていることから、理数教育支援員（４人）

を小学校３校、中学校１校に配置し、理科

及び算数・数学に関わる支援を行います。  

指導課  

 

ICT 教育の推進  ICT 教育の充実を図るため、各中学校区にタ

ブレット型端末の配置と ICT 教育支援員の

配置を順次計画的に進めていきます。  

指導課  

 

小中学校教師用教科書及

び指導書の配付  

教科書採択や学級増、指導法の改善にとも

ない、教師用教科書及び指導書を配布、活

用することにより、基礎・基本の確実な定

着と個性を生かす教育の充実を推進します。 

教育研究所  
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教職員研究論文集の発行  各教科・特別活動・総合的な学習の時間・

道徳・生徒指導・学級、学年経営に関する

ことや、特別支援教育・学校事務・学校保

健等の教育研究論文を募集し、それらをま

とめた論文集を作成して、市内全小中学校

と応募者全員へ配布します。これにより教

育 内 容や 優れ た実 践な ど を教 職員 に紹 介

し、教職員の指導力向上に役立てます。  

教育研究所  

 

（３）小中一貫教育の推進                         

○学力向上と豊かな心の育成、「中１ギャップ」の解消をめざす、９年間を見通し

た小中一貫教育の推進  

○小中学校の円滑な接続を重視した中学校区の実態に応じた小中一貫教育の充実  

 

今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

小中一貫教育の推進  小・中学校をスムーズに接続し、９年間の

義務教育を通して、学習指導や小中・小小

の豊かな連携活動を行います。「Abi☆小中

一貫カリキュラム」で各中学校区内の教育

活動を繋ぎます。  

学力向上、豊かな心の育成、郷土を愛する

心の涵養を重点に、系統的・継続的な指導

を行います。  

小から中への滑らかな接続に向けての取り

組みを広報誌「繋」によって紹介していま

す。  

指導課  

 

小中一貫スクールサポー

ト教員配置事業  

学力向上を図るため、中学校区にティーム

ティーチングによる指導や少人数指導のた

めの補助教員を配置し、児童生徒の学習活

動を支援します。６中学校区に１名ずつ配

置します。  

指導課  

 

（４）安心して快適に学べる教育・学習環境の充実              

○児童生徒の安全確保と防災体制・安全教育・防災教育の充実  

○学校内の放射線量等の測定と給食食材等の放射性物質検査の継続  

○校舎等の老朽化対策や ICT 機器の更新など、施設や設備・教育機器などの整備と

充実  

○エアコン設置による教室環境の改善  
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今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

小中学校施設の維持管理  学校施設の改善工事、樹木剪定等の委託業

務を行います。  

○受変電設備等更新工事  

・布佐小学校  ・湖北台西小学校  

・湖北台東小学校  ・根戸小学校  

・湖北中学校  

○プール濾過装置の更新  

・湖北台中学校  

総務課  

学校給食施設の改修  給食施設の老朽化が著しいため、計画的な

給食施設の改修が必要であり、運営方法等

も含めて方針を定めます。  

○給食施設の改修  

・白山中学校  

総務課  

小中学校の放射能対策  定期的な放射線量測定の結果に基づき、局

地的に放射線量が高くなってしまうホット

スポットが生じた場合は、速やかに放射線

量の低減を図ります。  

総務課  

小中学校の教室環境の整

備  

平成２７年度の中学校の空調設備整備に引

き続き、平成２８年度は小学校に空調機器

を設置し快適に学べる学習環境の整備を図

ります。  

総務課  

小学校安全管理員配置事

業  

児童が安全で快適な学校生活を送れるよう

市内小学校に安全管理員を配置し、学校敷

地内の安全管理を行います。  

学校教育課  

学校給食管理運営事業  安全・安心でおいしい学校給食を実施する

ために、市内小中学校の学校給食管理や指

導業務を推進するとともに、給食食材の放

射性物質検査を行います。  

学校教育課  

 

（５）信頼される学校づくりの推進、教職員の意識高揚を図る職場環境づくり  

○子どもと向き合う時間の確保  

○学校評価を活用した学校運営の改善                      

○情報の積極的な発信と保護者・地域への丁寧な説明                              

○教職員全員で取り組むモラールアップ委員会の充実  

 

今年度の主な事業  
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事業名  内  容  担  当  

スクールサポート教員配

置事業  

市内小学校にティームティーチングによる

指導や少人数指導のための補助教員を配置

し、児童のより多様な学習活動を支援し、

学習効果を高めるために必要とする５校に

５人を配置します。また、特別支援学級の

担任の指導力向上のために、経験豊富な教

員を小中学校に１名ずつ２名を配置します。 

学校教育課  

学校評議員制度事業   学校評議員からの意見や助言を参考とした

地域に開かれた学校づくりを推進します。    

学校教育課  

 

重点施策２．地域に根ざした教育の充実  

（１）地域全体で学校教育を支えるしくみづくり               

○学校支援地域本部事業の推進  

○社会的･職業的自立に向け、必要な基盤となる能力を全教育活動を通じて育成す

るキャリア教育の充実  

○地域の大学・高等学校との連携強化による児童生徒への学習支援  

 

今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

学校支援地域本部（学校

支 援 ボ ラ ン テ ィ ア の 活

用）  

学校教育の質をより高めるため、学校と支

援ボランティアを繋ぐ学校支援コーディネ

ーターの活動を中学校区に広げます。環境

整備や安全確保に加えて、学習支援ボラン

ティアの活動を積極的に取り入れ、児童生

徒の学習内容の定着を図ります。  

指導課  

 

キャリア教育の推進  「生きること」「学ぶこと」が持つ意義を児

童生徒が総合的に理解できるよう、小学校

か ら中 学校３ 年生 まで の発 達段階 に応 じ

て、キャリア教育を推進します。  

指導課  

 

 

（２）地域に密着した学習の場の提供                    

○ふるさと我孫子の資源を活用した学習の推進  

 

今年度の主な事業  
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事業名  内  容  担  当  

子ども議会  次代を担う小中学校の児童生徒に、議会制

民主主義の理解や我孫子市のまちづくりに

関心を深めてもらうとともに、小中学生の

市に対する要望や意見などを聴取し、今後

のまちづくりの参考にすることを目的とし

て、隔年で開催しています。  

指導課  

 

ふるさと学習のための教

材開発  

ふるさと学習を通じて地域への関心が深ま

り地域を愛する心情が育まれるよう、社会

科副読本「わたしたちの我孫子」と学習図

鑑「ふるさと手賀沼」の編集・改訂作業を

進めます。また補助教材「ふるさと我孫子

の先人たち」を活用した「 Abi-ふるさと」

の授業に役立つスライド資料を作成します。 

指導課  

教育研究所  

 

重点施策３．子どもの成長・自立への支援  

（１）教育相談・支援体制の充実                      

○一人ひとりの教育的ニーズに対応した特別支援教育の推進  

○適応指導や生徒指導を充実させるシステムの構築と相談体制の整備  

○不登校予防や解消に向けた支援体制の充実と関係機関との連携強化  

○就学支援の充実  

○帰国・外国人児童生徒への日本語支援体制の整備  

 

今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

発達障害のある児童 ･生

徒の就学指導  

こども発達センターや小中学校、関係機関

と連携を図りながら、学校見学や体験を通

してその児童生徒に適した就学先を保護者

が選択できるよう情報提供していきます。  

教育研究所  

スーパーバイザー派遣事

業  

市内小中学校にスーパーバイザーを派遣し

て指導・助言を得ることを通して、発達障

害についての理解を深め、児童生徒一人一

人の教育的ニーズを把握し適切な教育的支

援ができるよう、教職員の指導力の向上を

図ります。  

教育研究所  

学級支援員派遣事業  特 別な 教育的 ニー ズの ある 児童生 徒が 安

全、安心な学校生活をおくることができる

よう、学級支援員や通訳を配置します。  

教育研究所  
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教育研究所巡回事業  年２回、市内全１９校を巡回指導します。

巡回相談員による授業観察や特別支援教育

コーディネーターからの説明等を通して、

各学校の特別支援教育体制を確認します。  

教育研究所  

特別支援教育に関する研

修会  

特別支援教育コーディネーター研修会を年

２回、市内教職員向けの夏季研修会を隔年

１回、学級支援員研修会を年２回、きこえ

の研修会を年２回、さらに各小中学校での

校内研修会を開催して、特別な教育的支援

を要する児童生徒の指導、支援の在り方を

学びます。  

教育研究所  

教育研究所アドバイザー

事業  

学校生活において何らかの困り感がある児

童生徒について、学校の要請に基づいて相

談員が訪問し、必要に応じて授業観察や心

理検査等を実施してアセスメントを行いま

す。それらを関係職員と共有し、校内で対

象児童生徒に必要な対応が行われるよう支

援します。また、必要に応じて保護者面接、

他の専門機関の情報提供、連携も行います。 

教育研究所  

就学相談事業  特別な教育的支援が必要と思われる児童生

徒の就学について相談を受けます。就学ま

での流れや説明会・見学会・体験会を実施

しながら、就学までの保護者の悩みに寄り

添います。また就学時健康診断では、就学

後 の支 援につ なが る行 動観 察等を 行 い ま

す。さらに年３回開催される教育支援委員

会に専門員として参加し、助言等を行いま

す。  

教育研究所  

長欠対策事業  市内小中学校全１９校に「心の教室相談員」

を派遣し、児童生徒・保護者や教職員の教

育相談を受けます。また市内小中学校の長

欠対策担当教員を対象として、年３回研修

会を行います。  

教育研究所  

教育相談･発達相談事業  市内小中学生に関する、登校できない・友

達ができない・勉強が苦手・コミュニケー

ションがとれない・落ち着きがない等の本

人や保護者の悩みについて、電話や来所で

の相談を行います。  

教育研究所  
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適応指導教室「ヤング手

賀沼」の運営  

長期欠席、不登校児童生徒及びその保護者

に対して、集団への適応・自立を促し、学

校生活への復帰を目指した段階的支援・指

導を行います。適応指導教室の建物が老朽

化しているため、新築を含め移設を検討し

ていきます。  

教育研究所  

小 中 学 生 の た め の い じ

め ･悩み相談ホットライ

ン  

教育研究所に電話とメールによる相談窓口

を設置し、専門の相談員が対応にあたるこ

とで児童生徒の悩みやいじめの解決に取り

組んでいきます。  

教育研究所  

教育扶助事業   児童生徒が経済的理由によって就学が困難

な場合、その保護者に必要な援助を行い、

円滑に就学させます。    

学校教育課  

 

（２）いじめ・非行防止対策の推進                     

○我孫子市いじめ防止対策推進条例に沿ったいじめの予防、早期発見と対処及び解

消  

○学校・市ほか関係機関との連携強化と相談窓口の充実  

○街頭パトロールの実施、青少年育成団体との連携強化による青少年の非行防止活

動の推進  

○警察・生活安全関係機関との連携強化  

 

今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

千葉県青少年補導センタ

ー連絡協議会関係  

○千葉県青少年補導センター所長会議に関

すること  

以下の①～④についての情報および意見交

換を通して、青少年の健全育成に努めます。 

①千葉県における青少年に関する施策  

②児童生徒の現状と生徒指導  

③少年非行の現状と対策   

④各青少年補導センターの運営方針等  

○千葉県青少年補導センター連絡協議会に

関すること  

・青少年補導センター活動に資するために

必要な研修および連絡提携を図ります。  

少年センター  
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 ○千葉県青少年補導センター連絡協議会に

関すること  

・青少年補導センター活動に資するために

必要な研修および連絡提携を図ります。  

 

千葉県青少年補導員連絡

協議会関係  

○千葉県青少年補導員連絡協議会総会・大

会に関すること  

◇本年度開催日および会場◇  

７月９日（土）八千代市市民会館  

・県下の青少年補導（委）員が一堂に会し、

前年度の事業や決算について確認します。

併せて、本年度の事業計画や予算を審議し、

役員の改選を通して、新たな年度の青少年

の健全育成や非行化防止活動の推進を図り

ます。  

・日頃の青少年健全育成活動に関する研修

と情報交換を通して、資質の向上を図りま

す。  

少年センター  

 ○千葉県青少年補導センター連絡協議会東

葛飾ブロック研修会に関すること  

◇本年度開催日時および会場◇  

７月２８日（木）鎌ケ谷市中央公民館  

・６ブロック（野田、流山、柏、松戸、鎌

ケ谷、我孫子）の少年補導員が、研修を通

して、青少年の健全育成や非行化防止に向

けての資質の向上に努めます。  

 

千葉県警察少年課  

東葛飾地区少年センター

との連携  

年７回開催される少年指導員理事会におい

て、東葛飾地区における、犯罪・防犯に関

する現状報告を通して、青少年の健全育成

および非行化防止に向けての資質向上に努

めます。  

少年センター  

街頭指導および県下一斉

列車パトロールの実施  

○街頭指導に関すること  

・少年指導員 92 名が、６中区（我孫子、白

山、久寺家、湖北、湖北台、布佐）に分か

れて、商店街やゲームセンター、公園など

のパトロールを行い、青少年の健全育成や

非行化防止、犯罪被害の防止に努めます。  

少年センター  
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 ○県下一斉列車パトロールに関すること  

 

 

 

 

 

 

 

・警察や鉄道警察隊の協力を得ながら、駅

構内や列車内、駅周辺のパトロールを実施

します。  

・JR、私鉄等の交通機関を利用して、通勤・

通学する青少年たちに「愛のひと声」をか

け、実態を把握するとともに、マナーの向

上、非行防止、健全育成に努めます。  

 

不審者情報のメール配信

サービス  

市内、近隣市における不審者・変質者情報

について、登録者にメール配信を行うこと

により、注意喚起を促すことで、犯罪被害

の防止に努めます。  

少年センター  

子どもの安全に関するこ

と  

保護者、自治会による登下校時の見守りと

交通安全推進活動を行います。  

少年センター  

「こども 110 番の家」の

拡充  

・「子どもを被害から守る」「安心して生活

できる街づくりの推進」を目指して、子ど

もの避難場所を確保します。  

・市民全体で子どもを見守ろうという意識

の高揚を図ることを目的として、学校を通

じて 110 番の家の登録と看板の配置を依頼

します。  ◇現時点での登録数： 709 軒◇  

 

 

 

 

 

少年センター  
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広報紙「きずな」の発行  ・広報紙「きずな」を発行することにより、

社会の中で規範意識を醸成するような支援

および情報提供に努めます。  

・我孫子市の青少年が、良好な社会環境の

中で自立できるような環境浄化を行うこと

を目的とした、少年センターの活動につい

て、市民に伝えていきます。  

少年センター  

非行防止関連の啓発チラ

シの配布  

青少年の健全育成、非行化防止、犯罪被害

の防止を目的として、薬物乱用防止キャン

ペーン、青少年を健全に育てる運動、小学

校における誘拐防止教室等を開催すること

により、子どもたちや市民に対しての啓発

活動を行います。  

少年センター  

防犯協議会関係  市、自治会、教育関係機関、我孫子警察署

など、関係機関の連携・協力により、犯罪

のない明るい社会の実現に努めます。  

少年センター  

いじめ防止対策の推進  いじめの未然防止、早期発見、早期解決に

向けて、市のいじめ防止対策推進条例に基

づき、組織的・継続的ないじめ防止に努め

ます。また、教育委員会指導主事が学校を

訪問し、指導・助言にあたります。  

指導課  

 

 

（３）子ども部との連携強化                        

○特別に支援を要する児童生徒への支援体制の充実  

 

今年度の主な事業   ＊重点施策３（１）再掲  

事業名  内  容  担  当  

スーパーバイザー派遣事業  

学級支援員派遣事業  

教育研究所巡回事業  

特別支援教育に関する研修会  

教育研究所アドバイザー事業  

就学相談事業  

教育相談･発達相談事業  

 

 

 

（ 19、20 ページ参照）  

 

 

 

教育研究所  
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目標Ⅱ.市民が生涯にわたって生き生きくらすための学習体制の充実  

重点施策１．生涯学習環境の充実  

（１）学びたいときに学べる学習機会の充実                     

○鳥の博物館の教育普及事業の拡充  

○図書館サービスの充実、市民の読書活動の推進  

○市民ニーズに対応した公民館学級・講座の充実  

○学習情報・学習相談の充実  

 

今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

常設展示・壁展示の充実  「世界の鳥」コーナーや多目的ホールの展

示標本の充実をはかります。２７年度より

タッチ式デジタルサイネージを活用した画

像による展示・案内を開始しました。これ

を補うパンフレット設置により最新の情報

を提供できるよう努めます。  

鳥の博物館  

企画展の実施  

 

鳥をはじめとする地域の自然、鳥の科学、

人と鳥との関わりなどから話題性、季節性

のあるテーマを選び、企画展示を展開しま

す。展示ケース内に単焦点プロジェクター

で画像等を映して見せる新しい展示手法を

取り入れます。  

第７５回（ 2/6～ 6/26）「フクロウさんちの

子育て日記」  

第７６回（ 7/9～ 11/6）「我孫子の鳥図鑑 -市

内で見られる鳥全種の標本 -」  

第７７回（ 2/11～ 6/25）「鳥の子育て -ジオ

ラマで見る鳥の繁殖 -」  

鳥の博物館  

常 設 展 示 リ ニ ュ ー ア ル

（手賀沼文化拠点整備計

画）のための資料調査  

 

開館後２０年以上たった鳥の博物館の展示

リ ニュ ーアル にむ けて 資料 調査を 行い ま

す。  

鳥の博物館  



26 

 

てがたん（手賀沼周辺の

自然観察会）の開催  

博物館周辺の水田・畑地・斜面林、手賀沼

と周辺のヨシ原を対象に自然観察会を実施

します。主に市民スタッフと協働で引率、

説明を行います。毎月第２土曜日、午前１０

時から１２時（雨天中止）  

第１回（ 4/9）「あびこの自然景観」  

第２回（ 5/14）「渡りと繁殖」  

第３回（ 6/11）「探してみよう！コケの世界」  

第４回（ 7/9）「歩道で生きるガッツな植物」  

第５回（ 8/13）「魚を釣って観察しよう」  

第６回（ 9/10）「帰る鳥・来る鳥」  

第７回（ 10/8）「秋の生き物たち」  

第８回（ 11/12）「カモいろいろ」  

第９回（ 12/10）「葉っぱの形で木の名がわかる

かな？」  

第１０回（ 1/14）「冬鳥をじっくり観察しよう」 

第１１回（ 2/11）「気にならない木を気にしてみ

る冬の散歩道」  

第１２回（ 3/11）「春をさがそう」  

鳥の博物館  

あびこ自然観察隊  

 

我 孫子 周辺の 自然 を特 徴づ ける環 境を 選

び、自然観察会を実施します。場所テーマ

により、県立手賀の丘少年自然の家、手賀

沼課と共催で行います。  

第１回（ 5/15）「シギ・チドリに会いに行こう」 

第２回（ 8/3）「プランクトンネット作り＆船上

バードウォッチング」  

第３回（ 9/3）「鳴く虫観察会」  

第４回（ 2/12）「おーい！冬鳥くん」  

第５回（ 3/20）「春の谷津田観察会」  

鳥の博物館  

室内啓発イベント  

 

博物館学芸員、市民スタッフの指導で簡単

な工作や実験を行い、子どもの創造性を啓

発します。また、鳥類の研究者と一般市民

が出会う機会を設け、自然を科学的な目で

観察することへの関心を高めます。  

フロアスタッフイベント（年２回）、Ｅｎｊ

ｏｙ手賀沼！開催日の室内イベント、夏の

遊びと研究大集合・トリに関する自由研究

の展示及び自由研究相談（夏休み期間中）、

テーマトーク（毎月）、鳥博セミナー（年１

回）  

鳥の博物館  
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鳥類標本・資料の収集・

保存  

 

博物館事業の基盤となる鳥類標本資料の収

集と永続的な保管管理を行います。また、

標本情報をデータベース化し利用者の便に

供することができるようにします。  

鳥の博物館  

鳥類生息状況調査  

 

我孫子市周辺地域の自然環境の特性を鳥類

の生息状況から把握するため、センサス等

調査を実施し、結果を公表します。また、

それらの成果を企画展にも反映させます。

さらに結果をまとめた『調査研究報告書』

を イン ターネ ット を通 じＰ ＤＦ配 信し ま

す。  

鳥の博物館  

図書・映像資料の整理と

データ作成  

 

鳥類に関する図書を収集し、保存管理する

とともに、データベース化し、利用者の便

に供します。本棚の設置等により資料コー

ナーを充実します。  

鳥の博物館  

鳥の博物館ホームページ

の充実  

 

博物館事業の情報や、フクロウのライブカ

メラなど時機に応じた情報を、インターネ

ットを通じ配信します。  

鳥の博物館  

ジャパンバードフェスティ

バル 

 

 

 

 

財団法人、企業、行政等で構成する実行委

員会が、自然環境の大切さを提唱するため、

手賀沼公園、アビスタ、親水広場、鳥の博

物館を主会場に、鳥と環境をテーマにした

イベントを開催します。手賀沼課、商業観

光課と共同事務局を立ち上げて行います。

２８年度は１１月５日、６日開催。  

鳥の博物館  

夜間開館実施事業  アビスタ本館では、全開館日を午後８時ま

で開館し、利用者サービスの充実を図りま

す。  

図書館  

近隣センターでの図書館

サービス  

市民活動支援課と連携して、新木近隣セン

ターと天王台北近隣センターで図書館資料

の貸出・返却受付を行います。  

図書館  

図 書 館 ホ ー ム ペ ー ジ 運

営・活用事業  

情報内容を充実させ、市民が利用しやすい

ホームページを作成していきます。  

図書館  

図書資料収集事業  幅広い分野にわたる資料（図書等）の中で、

我孫子市が重点的に取り組んでいるまちづ

くり郷土コーナーの資料、生活課題の解決

につながる資料、仕事に役立つ資料、児童

期に生きる力を育む資料、青少年世代に親

しみやすい資料を充実させます。  

図書館  
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図書館の情報化推進事業  外部有料データベース（新聞）を活用し、

より高度な情報の提供を行います。また、

図書館電算システムを的確に運用し、図書

館サービスを充実させます。  

図書館  

市外図書館・大学・関係

機関との連携協力  

市内２大学と連携し、市民の大学図書館利

用や資料の閲覧を可能にし、大学への団体

貸出も行います。また、国立国会図書館、

千葉県立図書館、県内市町村立図書館と連

携し、図書館資料の相互利用を図り、多様

な資料提供を可能にします。  

図書館  

郷土行政資料サービス事

業  

我孫子市・千葉県の郷土行政資料を収集・

保存し、市民に提供します。白樺文学館、

杉村楚人冠記念館、その他の文化施設と連

携を密にし、企画展示、講演会等を実施し

ます。  

・楚人冠講座（共催）９月４日（日）  

・郷土講演会（共催）１２月３日（土）４

日（日）  

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館  

文字・活字文化の日  

（１０月２７日）関連事

業  

読書の楽しみを広め、図書館利用の促進を

図るため、講座の開催及びＰＲ誌の発行を

します。  

・ブックフィルムコーティング講習会  

 １０月２６日（水）アビスタ本館  

 １０月２７日（木）布佐分館  

 １０月２８日（金）湖北台分館  

・秋のたより（一般向け）の発行  

図書館  
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児童サービス事業  ①おはなし会の開催  

・親子で楽しむおはなし会（ 3 歳以下の乳幼

児と保護者対象）  

・おはなし会（４歳～９歳対象）  

・出張おはなし会  

・そよかぜおはなしタイム（移動図書館青

山台・久寺家ステーションでのおはなし会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②学級文庫の利用促進  

・保護者の協力のもと、各クラスに図書の

団体貸出を行い、子どもたちの読書環境を

充実させます。  

③小学生向け図書館情報紙「たんた新聞」

の発行  

・４、７、１０、１２月に発行し、楽しみ

ながら本に親しむ環境づくりに努めます。

７月１日号は、市内全小学生に配布し、夏

休み中のおすすめ本を紹介します。１０月

２７日号は、文字・活字文化の日にちなん

で発行します。  

④子ども読書の日（４月２３日）イベント

事業「よむよむラリー」の実施（４月２３

日から６月３０日まで）  

・幼児・小学生を対象に読書スタンプラリ

ーを実施し、ゴールした用紙をパウチして

記念品としてプレゼントします。  

⑤子どものための科学実験講座  

・身近な題材で科学実験講座を実施するこ

とにより、子どもたちの科学への関心を高

め、読書へとつなげます。  

８月３日（水）午前：布佐分館  午後：ア

ビスタ本館  

 

図書館  



30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥離乳食教室での乳幼児と保護者への読み

聞かせ  

・保健センターと連携して、離乳食教室の

場に出向き、市民スタッフとの協働のもと、

乳幼児と保護者を対象に、絵本にふれる大

切さや楽しさを伝えるため、図書館の利用

案内及び絵本の読み聞かせを実施します。  

市内小中学校の図書館と

の連携・協力事業  

指導課と共催で、年２回学校図書館市民図

書館連絡会議を開催し、子どもたちの読書

環境向上に向けて方策を検討します。また、

学校図書館整備支援、調べ学習のための資

料・情報提供を行います。  

図書館  

図書館利用に障害のある

人へのサービス事業  

視覚障害の方への対面朗読、来館困難な方

への資料の宅配サービス、耳や言葉の不自

由な方へのファクシミリでのリクエストの

受け付けを行います。また、視覚障害等が

原因で読みたい資料をそのままでは利用で

きない市民に、資料の内容を音声化したデ

イジー録音図書を、市内朗読ボランティア

と協働で作成し、提供します。  

図書館  

移動図書館巡回事業  図 書館 に来館 しに くい 地域 の住民 のた め

に、市内１４か所に移動図書館を巡回させ

ます。また、高齢者施設への団体貸出等を

進めます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

図書館  
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多文化サービス事業  在住外国人が気軽に図書館を利用できるよ

うに、外国語資料等を充実します。  

図書館  

図書館市民スタッフとの

協働事業  

図書館市民スタッフとの協働によって、視

覚障害者等への対面朗読サービス、高齢者

のつどいへの出張おはなし会、移動図書館

青山台ステーション・久寺家ステーション

でのおはなし会、布佐分館おはなし会、学

校図書館整備支援事業、保健センターでの

乳幼児と保護者対象の絵本の読み聞かせ事

業等を行います。  

図書館  

視聴覚ライブラリーの運

営  

視聴覚機材・教材の充実と維持管理に努め

ながら、広く市民に貸し出し、視聴覚教育

を進めます。また、８月に親子を対象とし

た 夏休 み アニ メ上 映＆ 朗読 会を開 催し ま

す。  

生涯学習課  

 

 

のびのび親子学級  

 

 

 

２，３歳児コース４コースを開設します。  

人 間形 成に重 要な 幼児 期の 子育て につ い

て、参加者同士の交流を深めながら学びま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課  
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家庭教育学級  

 

 

 

 

小学校１年生の子どもを持つ保護者を対象

に開設します。子育てについての学習や参

加者同士の情報交換を通じて、家庭・親子

のあり方を考える機会を提供します。  

５月～１月  

生涯学習課  

 

 

 

 

アビコでなんでも学び隊  小・中学生を対象に、地元の学校・企業・

専門家の協力を得て、科学実験・工作・料

理・スポーツ等の学び体験を通じて、子ど

も の夢 や希望 を拡 げる 場と して実 施し ま

す。  

夏休み及び６月、１０月、１１月、１２月、

１月に開催します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課  

生涯学習出前講座  市民が主催する学習の場へ講師が出向いて

講座を実施します。  

講座は、文化・芸術等の分野において、専

門的な知識、技能等を持った市民の方がボ

ランティアで講師を務める「市民講師メニ

ュー」や、中央学院大学、川村学園女子大

学の教員が講師を務める「キャンパスメニ

ュー」、市政に関し職員が講師を務める「市

役所メニュー」があります。  

生涯学習課  

 

（２）人づくり・まちづくりにつながる学習活動の支援           

○時代の変化や地域の課題に対応し、市民のニーズが高いテーマを学習する機会の

提供  

○まちづくりにつながる市民の自主的な学習活動の支援  

○学習の成果が、市民活動団体の育成と活性化につながる生涯学習の推進  
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今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

成人式の開催  新成人代表と連携し、式典の企画と運営を

行います。  

対象：平成８年（ 1996）４月２日～平成９

年 (1997)４月１日に出生した者。  

平成２９年１月８日（日）けやきプラザで

開催  

生涯学習課  

長寿大学  

 

 

 

 

６５歳以上の市民を対象に、４年制の高齢

者学級を実施します。高齢期の課題ととも

に地域の活動やまちづくり等に参画できる

よう学習課程を学びます。  

４月～３月  

生涯学習課  

 

 

 

 

市民カレッジ  

「我孫子を知るコース」  

 

 

 

 

 

１８歳以上の市民を対象に「我孫子を知る」

コースを開設します。我孫子の歴史や我孫

子と関わった文人達の足跡を講義と史跡め

ぐりを交えて学びます。  

また、市政や市民活動の現状などをテーマ

に取り入れ、郷土愛と市民意識の向上を図

ります。  ５月～１２月  

生涯学習課  

 

 

 

 

 

 

熟年備学  

 

 

 

 

熟年世代（４０歳以上）を対象に、豊かで

充実した人生を送るには、どんな備えが必

要なのか、知識と心構えを学びながら、こ

れ から の人生 を考 える 場と して実 施し ま

す。  

５月～１月  

生涯学習課  

 

 

 

 

 

（３）学習施設の整備・充実                        

○公民館、図書館、鳥の博物館などの施設・機能の充実  

○生涯学習拠点施設の整備の検討  

 

今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

地域交流教室の運営管理  小学校５校の余裕教室６教室と県立湖北特

別支援学校の１教室を、文化団体、サーク

ル、自治会などの活動の場として提供しま

す。  

生涯学習課  
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湖北地区公民館指定管理

者制度の運営  

 

施設の設置目的をより効果的・効率的に達

成するため、生涯学習の場の整備・充実を

進めます。  

生涯学習課  

 

 

湖北地区公民館空調設備  

更新工事  

 

 

和室（第一・第二）、工芸工作室、工芸工作

準備室、調理室、学習室（第二・第三）、資

料室、映写室の既存空調設備の更新工事を

実施します。  

６月～１０月  

生涯学習課  

 

 

 

生涯学習センター施設の

維持管理  

 

誰でも、いつでも、どこでも学べる生涯学

習の場として、快適で利用しやすい施設の

管理運営に努めます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課  

図書館施設設備の維持管

理  

安全で快適な読書環境を提供するために施

設や設備の維持管理に努めます。  

図書館  

鳥の博物館ミュージアム

ショップの充実  

 

入館者の要望や意見を積極的に取り入れ、

安全で楽しく遊べるグッズや来館記念とな

るオリジナルグッズを用意し、来館者が楽

しめるようなミュージアムショップとして

充実を図ります。  

鳥の博物館  

鳥の博物館施設設備の維

持管理  

 

開館後２０年以上が経過し、劣化した施設

や設備の修繕、更新を行います。２８年度

は空調設備更新工事を行います。（１１月初

旬から１月末まで閉館予定）  

鳥の博物館  

 

（４）市民の学習活動を支える体制の整備   

○生涯学習推進計画に基づく施策の推進  

○生涯学習情報提供と相談体制の整備・充実  

○市民活動団体・ NPO 法人・学校・企業等との連携強化  

○生涯学習ボランティアの育成及び活動の場の整備  
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今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

生涯学習審議会  生涯学習推進の施策や事業などについて検

討・審議を行います。  

全体会は、年３回程度開催  

部会は、必要に応じて開催  

生涯学習課  

生涯学習推進本部会議及

び幹事会の開催  

生 涯学 習推進 計画 の進 行管 理報告 をし ま

す。  

生涯学習課  

生涯学習推進事業  主に定年退職者を対象とした卒サラ講座を

９月から１０月に行います。  

また、生涯学習情報紙「あびこ楽校ニュー

ス」を年４回発行します。  

生涯学習課  

保育スタッフ事業  

 

 

公民館や図書館利用者のための一時保育を

保 育ボ ランテ ィア の協 力を 得て実 施し ま

す。４月～３月  

生涯学習課  

 

 

鳥の博物館市民スタッフ

の充実・友の会への支援  

 

友の会については自らの生涯学習（鳥絵、

鳥凧など）をさらに展開し、市民スタッフ

は環境学習・体験学習のリーダーとして、

また、来館者へのガイドとして必要な実体

験や学習を習得するための支援を行いま

す。  

鳥の博物館  

 

重点施策２．スポーツの振興  

（１）スポーツ施設の管理・整備と民間施設等の活用             

○スポーツ施設の適正な維持管理  

○民間スポーツ施設の活用や近隣市施設の相互利用の推進  

 

今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

市民体育館トレーニング

ルーム改修  

市民体育館のトレーニングルームの増設、

壁紙張替、照明のＬＥＤ化を図ります。  

文化・スポー

ツ課  

市民体育館トレーニング

マシーンリース  

市民体育館トレーニングルームに新たに５

台のマシーンをリースします。  

文化・スポー

ツ課  

市民体育館野球場本部席

設置工事  

市民体育館野球場の老朽化した本部席を撤

去し、新たに本部席を設置します。  

文化・スポー

ツ課  
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市民体育館野球場スコア

ボート設置工事設計委託  

市民体育館野球場に設置するスコアボード

の実施設計をします。  

文化・スポー

ツ課  

取手市グリーンスポーツ

センターとの相互利用  

市民カードの提示で取手市グリーンスポー

ツセンターを市内料金で使用できます。市

民カードは、教育委員会、市民体育館、市

民課窓口、各行政サービスセンターで作成

できます。  

文化・スポー

ツ課  

 

（２）生涯スポーツの推進                         

○スポーツ推進委員と連携した総合型地域スポーツクラブの育成・支援  

○生涯スポーツを支えるスポーツ指導者の養成  

 

今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

総合型地域スポーツクラ

ブ連絡交流会  

市内に６つある総合型地域スポーツクラブ

でクラブ間を超え大会等を開催します。  

文化・スポー

ツ課  

スポーツリーダー養成講

座受講支援  

日本体育協会の公認資格であるスポーツリ

ーダー養成講座の受講費を負担します。  

文化・スポー

ツ課  

 

（３）スポーツを楽しむ機会の充実                     

○市民が気軽に参加できるスポーツイベント等の開催  

 

今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

市民体育大会  各競技団体が市民体育大会を開催します。  

 

文化・スポー

ツ課  

市民体力づくり大会（チ

ャレンジスポーツフェス

タ）  

毎年１０月第１土曜日我孫子市民体育館を

中心に行います。体育館メインアリーナ、

サブアリーナでは、室内ペタンク、バッコ

ー、カローリングなどのニュースポーツの

体験会や卓球、バスケットボールなど競技

を体験、また、屋外の野球場では、ソフト

ボール、ラグビーをやってみよう！！やス

ト ラ ック アウ トと キッ ク ター ゲッ トな ど

様々なスポーツを体験できるイベントです。 

文化・スポー

ツ課  

 

新春マラソン大会  湖北台中学校を中心に１０ｋｍ、５㎞、３

㎞、１．５㎞のコースのある大会です。  

文化・スポー

ツ課  
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ボールゲームフェスタ  日本トップリーグ連携機構との共催で小学

1 年生から中学 1 年生までを対象にボールゲ

ームフェスタを開催します。  

実施種目は、体育館メインアリーナでバレ

ーボール・バスケットボール、野球場でソ

フトボール・タグラグビーの 4 種目です。  

文化・スポー

ツ課  

地域スポーツフェスタ  我孫子第四小学校、湖北台西小学校、新木

小学校を会場にスポーツ推進委員を中心に

地域のスポーツ団体の協力を得て様々なス

ポーツを体験できるイベントです。  

文化・スポー

ツ課  

 

重点施策３．文化芸術活動への支援と地域文化の継承  

（１）文化芸術活動への支援と環境整備                   

○共催及び後援事業による文化芸術活動の充実  

○既存施設の効率的利用の促進  

○新たな大規模ホールを含めた文化施設の調査研究  

 

今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

文化祭及び文化芸術団体

の育成・支援  

市民の文化芸術活動普及のため、市民参加

型の文化祭を開催します。また、市民コン

サート、市民文化講座等への支援を実施し

ます。さらに、文化芸術活動団体の充実と

資 質の 向上及 び文 化芸 術の 普及を 図る た

め、事業の共同主催や後援を実施します。  

文化・スポー

ツ課  

 

（２）新たな文化芸術活動の創出                      

○文化芸術活動や団体に関する情報の発信  

○文化芸術活動にふれる機会や参加する機会の充実  

○我孫子の自然や風土をいかした新たな活動への支援  

 

今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

文化芸術自主事業  市民の鑑賞及び参加意欲を高めるための事

業として ｢市民参加型コンサート ｣｢寄贈絵

画展 ｣｢子どものための舞台鑑賞事業 ｣等を

実施します。  

文化・スポー

ツ課  
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めるへん文庫事業  子ども達が創作活動に親しみ、豊かな感性

を育むことを目的とした｢めるへん文庫｣の

募集を図ります。  

文化・スポー

ツ課  

 

（３）生活文化・郷土芸能の保存と継承                   

○生活文化や郷土芸能の聞き取りや現地踏査などの調査・研究  

○生活文化や郷土芸能の継承  

 

今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

郷土芸能祭  市内に伝承されている里神楽やお囃子など

の郷土芸能を市民に普及するとともに後継

者の育成を図るため郷土芸能祭を実施しま

す。  

文化・スポー

ツ課  

 

（４）歴史的・文化的遺産の整備・活用                   

○指定文化財制度や登録文化財制度による文化財の保存・活用  

○手賀沼文化拠点整備計画に基づく整備・活用の推進  

 

今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

旧井上家住宅の保存と活用 市指定文化財である旧井上家住宅の二番土

蔵の保存整備工事を行い、母屋の耐震診断

を実施します。継続して一部公開を行い、

文化財的価値の認知向上を図ります。  

文化・スポー

ツ課  

手賀沼文化拠点整備計画

の推進  

平成 30 年度の後期計画終了までソフト事業

の継続と全体業務進行管理を継続するとと

もに、有利な補助制度を活用し、ハード整

備 事業 の推進 をは かる よう 各課調 整 し ま

す。  

文化・スポー

ツ課  

白樺文学館・杉村楚人冠

記念館・旧村川別荘の活

用  

 

 

白樺文学館・杉村楚人冠記念館で企画展・

講演会を開催して我孫子の歴史と文化につ

いて認知向上に努めるとともに、旧村川別

荘と連携し、大正から昭和初期にかけて花

開いた創造的文化の歴史を体感できる空間

づくりを進めます。  

文化・スポー

ツ課  
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（５）埋蔵文化財や歴史資料の調査・研究                  

○埋蔵文化財や歴史資料に関する調査・研究の推進  

○埋蔵文化財や歴史資料に関する報告書・資料集等の刊行  

 

今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

埋蔵文化財発掘調査  市内の埋蔵文化財が開発等で損壊される場

合、事前に発掘調査を実施して記録保存を

実施します。  

文化・スポー

ツ課  

発掘調査報告書の刊行  市内における埋蔵文化財発掘調査に伴う発

掘調査報告書を刊行するとともに、補助金

を活用して重要遺跡である下ヶ戸貝塚の発

掘調査報告書を刊行します。  

文化・スポー

ツ課  

 

（６）歴史的・文化的遺産に関する情報発信の拡充              

○歴史的・文化的遺産を公開する場や機会の確保  

○地域の歴史や文化に親しめる環境づくりの推進  

 

今年度の主な事業  

事業名  内  容  担  当  

文化財展の開催  発掘調査で出土した埋蔵文化財および市指

定文化財を宣伝するための文化財展を開催

します。開催に当たってはより多くの市民

に知ってもらうよう、寄贈絵画展・市民コ

ンサートと合同開催とします。  

文化・スポー

ツ課  

文化財施設を活用した連

携イベントの開催  

白樺文学館、杉村楚人冠記念館、旧村川別

荘、旧井上家住宅を活用し、市内小中高や

市民団体と連携したイベントを開催し、文

化財の周知に努めます。  

文化・スポー

ツ課  

湖北郷土資料室の運営  湖北行政サービスセンター２階に湖北郷土

資料室を開設し、湖北地区の遺跡における

発掘調査で出土した遺物と民具資料を中心

として展示を行ない、文化財についての普

及に努めます。  

文化・スポー

ツ課  

 

 



５.資料 
 

（１）我孫子市学校教育の重点 
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（２）我孫子市の「学力」の定義 

41 

 

 



 

（３）我孫子市が目指す小中一貫教育 
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（４）市立小中学校一覧

小学校（１３校）

学　　校　　名 所　　在　　地 電　　　話 開　校　年

我孫子第一小学校 寿１丁目２２番１０号 ０４－７１８４－０４１５ 明 治 ６ 年

我孫子第二小学校 下ケ戸６１０番地 ０４－７１８４－１７２２ 明 治 ２ ２ 年

我孫子第三小学校 柴崎台３丁目３番１号 ０４－７１８４－１１７１ 昭 和 ２ 4 年

我孫子第四小学校 白山３丁目２番１号 ０４－７１８２－６１５１ 昭 和 ２ ５ 年

湖 北 小 学 校 中里９５番地 ０４－７１８８－１００２ 明 治 ７ 年

布 佐 小 学 校 布佐１２１７番地 ０４－７１８９－２５４５ 明 治 ６ 年

湖 北 台 西 小 学 校 湖北台８丁目１７番１号 ０４－７１８８－１１２３ 昭 和 ４ ４ 年

高 野 山 小 学 校 高野山１９８番地 ０４－７１８３－３２３８ 昭 和 ５ ０ 年

根 戸 小 学 校 つくし野４丁目１７番１号 ０４－７１８４－３９８８ 昭 和 ５ １ 年

湖 北 台 東 小 学 校 湖北台４丁目３番１号 ０４－７１８７－２９５１ 昭 和 ５ ２ 年

新 木 小 学 校 新木１４６０番地 ０４－７１８７－１０５１ 昭 和 ５ ５ 年

並 木 小 学 校 つくし野７丁目３０番１号 ０４－７１８４－３１５１ 昭 和 ５ ６ 年

布 佐 南 小 学 校 布佐平和台５丁目１番１号 ０４－７１８９－２１３２ 昭 和 ５ ８ 年

中学校（６校）

学 校 名 所 在 地 電 話 開 校 年

我 孫 子 中 学 校 高野山５３７番地 ０４－７１８２－５１９1 昭 和 ２ ２ 年

湖 北 中 学 校 古戸３００番地 ０４－７１８８－２０４２ 昭 和 ２ ２ 年

布 佐 中 学 校 布佐１３０１番地 ０４－７１８９－２４２６ 昭 和 ２ ２ 年

湖 北 台 中 学 校 湖北台６丁目９番１号 ０４－７１８８－２１２０ 昭 和 ４ ４ 年

久 寺 家 中 学 校 つくし野１７１番地 ０４－７１８４－３９８７ 昭 和 ５ １ 年

白 山 中 学 校 白山３丁目７番３号 ０４－７１８４－１８９３ 昭 和 ５ ４ 年
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（５）学校紹介

我孫子第一小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

◇児童数 566人 １
◇学級数 22学級
◇教職員数 42人 ２
◇校地面積 20,097㎡

３
の研究を推進する

住所　寿１－２２－１０
電話　７１８４－０４１５ ４
開校　明治６年
校長　太　田　　悟 ５ 特別支援教育を教育の柱とする

６ 開かれた学校を推進する

７ 信頼される学校（教職員）を目指す
 

我孫子第二小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

◇児童数 429人
◇学級数 17学級
◇教職員数 37人
◇校地面積 22,322㎡

りを進めています。
住所　下ヶ戸６１０ 　地域に支えられている我二小を誇りに思うと共に
電話　７１８４－１７２２
開校　明治２２年 を目指して日々の教育活動に励んでいます。
校長　小 林　道 治

また、学校水田での米作りや谷津田での古代米作

体験活動を行っています。
このように、地域に根ざした教育活動を目指して

二小学校づくり協議会、及びＰＴＡ学校協力隊より
提言をいただき、地域・保護者と共に歩む学校づく

夢を持ち、実現に向かって努力する子ども達の育成

りなど、地域の先生の指導・助言を受けながら

我孫子市の我の１字を
三角形でデザインし、
下の２本線は、第二小
学校の二の文字を表し
ている。三角形は筑波
山を、２本線の上は手
賀沼を下は利根川を表
し、何れも校歌に歌わ
れている。

　　　　　　　　人間性豊かな子どもの育成」
　＝地域に根ざして＝
　校門の階段を登ると､大きな楠が２本大空にそびえ
立ち、モダンな木造校舎とともに出迎えてくれます。

動物王国にはヒツジやヤギ、ふれあい王国には、
ニワトリ、ガチョウ、クジャク、ウサギなどがいて
子ども達は、毎日の餌やりや清掃など、飼育活動に
取り組んでいます。

学校を心地よい居場所にする

いじめ問題に速やかに対応する

主体的・協働的な学び（アクティブ･ラーニング）

　「気力たくましく、
　　　　　思いやりと自省心のある

たち」を育てる大切な条件と考えています。
　さて、そんな花や木がいっぱいの本校は、今年で
創立１４４周年を迎えます。
　教育目標達成のために、今年度は特に次の点に力
を入れ学校運営をしていきます。

異学年縦割り交流活動を充実させる

児童数、学級数、校地面積は平成28年5月1日現在
教職員数は平成28年6月1日現在

「豊かな心で、たくましく生きる子どもの育成」
　校門を入ると、玄関まで長い坂道が続いています。

松と亀を形どり永久 　そのかたわらには、いつもきれいな花が､いっぱい
の発展を象徴してい 咲き誇っています。美しい環境は「心豊かな子ども
る。
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我孫子第三小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

◇児童数 721人
◇学級数 27学級
◇教職員数 51人
◇校地面積 16,463㎡

住所　柴崎台３－３－１
電話　７１８４－１１７１
開校　昭和２４年
校長　野 口　恵 一

我孫子第四小学校

　＝校章の由来＝

◇児童数 854人
◇学級数 31学級
◇教職員数 58人
◇校地面積 14,536㎡

住所　白山３－２－１
電話　７１８２－６１５１
開校　昭和２５年
校長　直　井　　淳

四小では、健やかな体と豊かな心を持った子どもを育成するた
めに、感性・知性・理性の教育に力をいれています。伝統の
「月例リレー」を始めとする体力づくりや命を考える月間・異
学年交流を進める「四小タイム」などを設定して、たくましい
体力や豊かな心を育むことを大切にしています。

児童は「ハイという返事」・「あいさつ」・「ありがとう、ご
めんなさい」・「かさ・くつをそろえる」を四小児童の基礎・
基本として、明るく元気に過ごしています。

学習面では、「体験活動を重視し、系統性を生かす学習指導の
在り方」をテーマに、生活科・理科教育の充実を図ります。

に配し、知徳体バラ

ぶしの葉３枚を三方

る。

ザイン化した我孫子

の「我」を配してい

　本校では、自ら学ぶ力の育成と伝え合う力の向上
を目指して、各教科の指導の充実に取り組んでいま
す。研究教科を国語とし、今までの教育実践を基に
「共に楽しく学びあう場」を設定し、言語活動、特
に読書活動を通して子ども達のよりよいコミュニ
ケーションづくりを中心とした研修に取り組んでい
ます。また、全教育活動を通して、相手の立場を考
え思いやることのできる子、進んで働くことを喜ぶ
子を育てていきたいと考えています。
　｢挨拶・返事・掃除｣を合い言葉に基本的な生活習
慣の定義を図ることは、我孫子第三小学校の伝統と
して、引き継がれている特徴のひとつです。

　・健康でたくましい子

「四」の文字を中心

に据え、まわりにデ

【教育目標　基本目標】
  『意欲を持ち　自分を磨く　たくましい子』
（今年度の重点目標）
  　よく遊び　よく学ぶ子
（目指す児童像）
　・誰とでも仲良く遊べる子
　・ルールを守って遊べる子
　・経験や既習内容をもとに自ら考えられる子
　・学び合いのできる子
　・学級、学年、学校、地域のために活動できる子

我孫子第四小学校の

　・よく考え最後まで全力でやり抜く子

　今年は、
　　１・２年　注意深く観察する
　　　３　年　比較しながら調べる
　　　４　年　関係付けながら調べる
　　　５　年　条件に目を向けながら調べる
　　　６　年　要因や規則性、関係を推論しながら調べる
　を重点として研究を進めます。

　・労を惜しまず働く子
校歌にも歌われ本校

の象徴ともいえるこ

児童数、学級数、校地面積は平成28年5月1日現在
教職員数は平成28年6月1日現在

ンスのとれた児童の

姿を表す

『なかよく学び　よく励む子の育成』
　・心豊かで思いやりのある子

○

　
○

　
○
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湖北小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

◇児童数 353人
◇学級数 15学級
◇教職員数 35人
◇校地面積 23,977㎡

住所　中里９５
電話　７１８８－１００２
開校　明治　７年
校長　榊 原　憲 樹

布佐小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

◇児童数 232人
◇学級数 12学級
◇教職員数 27人 童が夢を育みながら充実した学校生活を送れるよう、
◇校地面積 18,454㎡ 創意工夫を生かした活力のある学校づくりをめざし

ています。また、地域の伝統文化を大切にし、学校
と地域が一体となった教育の推進に努めていきます。

住所　布佐１２１７ 　総合的な学習の時間を中心として、地域学習「布
電話　７１８９－２５４５ 佐学習」に取り組むとともに、布佐中学校区３校で
開校　明治　６年 開発した『ふさカリキュラム』に取り組み、郷土の
校長　金 子　博 之 歴史・文化・人物等を学習しています。この成果を

基盤に、他の教科においても、小中一貫によるカリ
キュラムの開発を展開していきます。

ます。宮作台の静かな自然あふれる環境の中で、児

児童数、学級数、校地面積は平成28年5月1日現在
教職員数は平成28年6月1日現在

　　　　○　よく考え自ら学ぶ子

雄姿の中で学べる

布佐小健児の勉学

　　≪合い言葉≫

利根川や手賀沼と、 　　　　○　明るく思いやりのある子
はるかなる筑波の 　　　　○　気力たくましく元気な子

の精神を三つのペ

ン先に表す。

　　本校は、開校以来地域の方々に支えられながら、
今年度は、創立１４２周年を迎えることになりました。

「心豊かにたくましく生きる児童の育成」
　　≪めざす児童像≫

豊かな水を湛える

体力づくりに力を入れています。また､生涯にわた
って健やかな心身と豊かな人間性を育んでいくため

ます。
　「考える子」では、①基礎的・基本的な学習内容
を身につけさせる　②学習への意欲や学習習慣の形
成　③自ら学び、自ら考える力の育成　を柱として、

える子」「たくましい子」を掲げ、「知・徳・体」

「やさしく、かしこく、たくましい子どもの育成」
　めざす児童像として、「思いやりのある子」「考

のバランスのとれた教育計画に基づき、『一人一人
を生かす教育と節度のある学校生活の推進』をめざ
して取り組んでいます。

湖北小学校の学区は

開校当時、純農村地

域であり、校章はそ

中で、お互いを思いやり、助け合うことを学んでい

に「食育」の推進にも取り組んでいます。

　「思いやりのある子」では、青空学級（異年齢集
団）を編成して、遊んだり行事に取り組んだりする

授業や毎日の日常生活を計画的・継続的に取り組ん
でいます。

　明治６年の創立から今年で１４４年目を迎えてい

いる。

の特徴をとって、豊

かな実りを象徴する

金色の稲穂になって

　全教科で「学び合い」を積極的に取り入れ、思考
し表現する力を育てています。
　「たくましい子」では、なわとびや持久走などの

みんな仲良く 

元気よく 進んで勉強 
布 
佐 
っ 
子 
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湖北台西小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

り、そのペン先が富

士の峰を表し、大空

にはばたく翼が西の

◇児童数 333人
◇学級数 16学級
◇教職員数 33人
◇校地面積 23,319㎡

住所　湖北台８－１７－１
電話　７１８８－１１２３
開校　昭和４４年
校長　三 好　一 彦

高野山小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

○

◇児童数 655人 ○
◇学級数 23学級
◇教職員数 58人
◇校地面積 18,059㎡

○
住所　高野山１９８
電話　７１８３－３２３８
開校　昭和５０年
校長　小 椿　清 隆 ○

「豊かな読みの力の育成」の一環として、毎日朝読
書の時間を設定しています。読書ボランティアの方
の協力を得て、子ども達の読書に対する興味関心を
喚起し読書に親しむ態度の育成を目指しています。

子ども達の興味関心を生かし、個人の可能性を伸ば
すための部活動が盛んです。個々の目標に向けて
日々、スキルアップができるよう頑張っています。

児童にとって学ぶ喜びのある理科・生活科・生活単
元の授業づくりを通して、豊かで意味のある学習課
題から、自ら探究する子どもを育てます。

を通して自立の基礎を培う。

込められている。 地域社会の中で信頼される、安全で楽しい学校づく
りをめざしています。そのためにも全校の合い言葉
を大切にしています。

親和が六つの葉に

愛情・協力・根気・

<本年度の重点目標>けやきの葉を図案

（基本目標）　自立
（全校の合い言葉）なかよく　進んで　元気よく

　⑧各学年での具体的数値目標設定と取り組み

子ども一人一人が問題意識を持ち、解決すること

中心にペンをかたど ◇健康でたくましい子
◇優しい心を持つ子

　⑤研修の充実　　⑥小中一貫教育

～自ら課題を見つけ、解決に向けて判断し、
決断し、実行できる子どもの育成～

（平成２８年度の重点）

化し、健康・英知・

字を表している。 合言葉『西っ子素直に一生懸命』

児童数、学級数、校地面積は平成28年5月1日現在
教職員数は平成28年6月1日現在

　③個に応じた学習の場の工夫　　④読書の習慣化

　昭和４４年１０月１日湖北台団地建設に伴い、湖
北小学校の教室を借用して開校しました。
　言語活動を通して、自分の思いや考えを伝え合え
る子の育成とともに、基礎学力の向上を図るため
に、音読・漢字・計算練習など日常的に継続指導を
行っています。
　また、年５回実施の学習参観、西っ子歌声発表会
などの行事を公開し、地域の方々に子ども達の日頃
の様子や様々な活動を見ていただくとともに、学校
支援地域本部事業による学校支援ボランティアの
方々からの協力を得て、地域とともに歩む学校づく
りを目指しています。

　①あいさつの習慣化　　②家庭学習の習慣化

　⑦給食残菜率４％台

◇確かな学力を持つ子
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根戸小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

・ね

・ど

・っ

・こ

◇児童数 1,168人
◇学級数 40学級
◇教職員数 72人
◇校地面積 21,473㎡

住所　つくし野４－１７－１
電話　７１８４－３９８８
開校　昭和５１年
校長　川 村　眞 一

湖北台東小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

手賀沼の波を基底

に、上に小を中央

にペン、左右に鳥

のはばたき、未来

へ向かっての明る

さを表現している。

◇児童数 318人
◇学級数 15学級
◇教職員数 32人
◇校地面積 28,546㎡

住所　湖北台４－３－１
電話　７１８７－２９５１
開校　昭和５２年
校長　丸 　智  彦

児童数、学級数、校地面積は平成28年5月1日現在
教職員数は平成28年6月1日現在

よく遊び、よく学び、思いやりのある子
　　　～お互いを認め合う学校～

根戸城の高台を表す

三角形に、すぎなと ねばり強く、最後までやりぬく子
つくしが囲み、逞し 努力し、自分の考えを持てる子
くすくすく伸びる児 強い体をつくれる子
童の姿を願っている。 心豊かで、思いやりのある子

＜経営の重点＞
(1)基礎的・基本的な内容の確かな定着と個に応じた学習指導
   の充実
(2)評価活動を重視した指導法の改善
(3)道徳の教科化を視野に入れ，よりよく生きる基礎となる
   「心づくり」を育てる道徳教の実践
(4)“「ひ・が・し」”の実現“「はい」の返事”“挨拶”
   “靴を揃える”の徹底と日常的な実践
(5)保護者との連携を図りながら行う，共感的な児童理解と自
   己実現を図る生徒指導の機能を生かした規律ある授業
(6)食育健康安全に対する自己管理能力の育成と，基礎体力の
   向上及び外遊びの励行
(7)日常の言語活動の充実，主体的協業的に学ぶ学習の実践
(8)校内研究・研修の充実と教師の自己研鑚
(9)幼稚園・小学校・中学校の連携と授業公開や参観による積
   極的交流
(10)小中一貫教育を視野に入れた教科担任制の導入など様々
　　な取り組み
(11)教育活動内容の広報の充実と，教育活動協力者の効果的
　　かつ計画的活用
(12)潤いのある環境づくりと，学校教育施設充実･効果的活用
(13)さわやかタイムの充実
(14)社会教育活動への積極的な参加の奨励
(15)子どもとふれあう時間の確保と課題のある児童に対する
　　丁寧な対応

＜東小の合い言葉＞
一生懸命「ひ・が・し」っ子

～　精一杯遊び、学び、互いのことを考え
　　　　　　思いやることができる、子どもの育成　～

　本校は、学校に隣接している根戸森、デイケアサー
ビスセンター、幼稚園、保育園などと積極的に交流
し、地域に開かれた特色ある学校づくりを進めてきま
した。また、体育の指導に関する研究にも力を入れて
います。
　併せて学校支援地域本部事業を活用し、地域の人材
を学校のニーズに応じて、学校教育に協力してもらう
システムを作り、人的・物的な交流を通して、地域と
の絆がより強いものとなるよう、地域とともに歩む学
校づくりを推進しています。
　１１００名を超える児童数を有する本校は、県内屈
指の大規模校としての存在感を持ちつつ、「さわやか
挨拶」「一生懸命清掃」「てきぱき行動」を伝統と
し、元気で心優しい「根戸っ子」児童の育成に努めて
います。

「活力のある学校」
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新木小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

　　 (合い言葉)

（行動目標）
○
○
○

◇児童数 515人
◇学級数 22学級
◇教職員数 41人
◇校地面積 27,496㎡

住所　新木１４６０
電話　７１８７－１０５１
開校　昭和５５年
校長　関 根　延 年

並木小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

な
み
き

◇児童数 399人
◇学級数 16学級
◇教職員数 35人
◇校地面積 26,342㎡

住所　つくし野７－３０－１
電話　７１８４－３１５１
開校　昭和５６年
校長　山 口　祐 子

　本校は、北に利根川を臨む小高い丘の上に位置し、
周囲には田や畑が残る自然豊かな環境の中にある。
　学区にはＪＲ成田線の新木駅をかかえ、駅の南口に
は新しく開発された住宅地が広がり児童数も増加し
た。
　本校では以前から、地域の特性を活かし、千葉県立
我孫子特別支援学校や子ども発達センター等、近隣福
祉施設との交流を行ってきた。平成１８年度に県の福
祉教育推進校に指定されたことを契機として、地域と
の交流活動を推進している。また、平成２６年度より
再度福祉教育推進校に指定された。
　平成２６年度からは、「生きる力」の育成を目指
し、「実生活に生きてはたらく言語活動のあり方」と
いう研究主題のもと国語科を中心に研究に取り組んで
いる。今後は、アクティブ・ラーニングの手法を用
い、学び合い、深め合うことで確かな学力の定着と併
せてよりよい授業づくりに努めていきたいと考える。

する。

しべ、めしべで

成長の永遠性を、

左右対称により

博愛と和を象徴

自ら進んで　学ぶパワーの　並木っ子
気持ちも　体も　ファイトいっぱい　並木っ子

意志を表し、お

　本校は、北に利根川、東に電力中央研究所の小高い
丘に囲まれた、自然豊かな環境にある。
　学区は、国道６号線をはさんで、大きく並木地区と
つくし野地区にわけられる。
　平成２７年度より「算数科」を共同研究の教科と
し、校内研究を進めている。めざす児童像の「自ら進
んで学ぶ」を受け、「生き生きと主体的に学ぶ児童の
育成」を目指している。児童一人ひとりが、学習課題
を自分の「問い」としてとらえ、自分の考えを持って
討論しながら、解決策を探っていく授業展開を実践し
ている。それは、たくましく「生きる力」にもつなが
り、すべての学習や生活に生かしていけるととらえて
いる。教職員一同、子どもたち自身が課題意識を持っ
て、問題解決に取り組めるように積極的に授業研究会
を行い、授業改善に努めている。

　　―２１世紀を生き抜く並木っ子―

なかよし みんなが やさしいハートの 並木っ子

けやきの花を図 　　　　　　　　　　　　　    子どもの育成』
案化、花びらで 児童像

よく学び、最後まで努力する子（考える子ども）
よく働き、助け合う子（助け合う子ども）

を込め表した。

心身共に健康でたくましい子（強い子ども）

児童数、学級数、校地面積は平成28年5月1日現在
教職員数は平成28年6月1日現在

『心やさしく・かしこく・たくましい

　　　　　心豊かでたくましく自立する子

市木、けやき三葉

に、本校教育目標

強い子、考える子、

明るい子への願い

あらきっ子　いい声　いい顔　いい姿
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布佐南小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

◇児童数 174人
◇学級数 9学級
◇教職員数 24人
◇校地面積 25,572㎡

住所　布佐平和台５－１－１
電話　７１８９－２１３２
開校　昭和５８年
校長　上　野　　茂

けやきの葉を図案

化したもので三枚

の葉はそれぞれ、

豊かな心･健やかな

身体･知識を表し

中心は人を表す。

児童数、学級数、校地面積は平成28年5月1日現在
教職員数は平成28年6月1日現在

　『心豊かで　実践力のある子』
　スローガン「笑顔と活気あふれる南小」

　めざす児童像　み　自ら学ぶ子
　　　　　　　　な　なかよく助けあう子
　　　　　　　　み　みがききたえる子
　
　学区は、豊かな自然環境に恵まれるとともに、伝統
文化を継承してきた地域といえる。
　児童は、異学年との親密な交流があり、様々な場面
で力を合わせて一つのことを成し遂げている。教職員
は、一人一人の児童の理解に努めながら、日々の教育
実践に取り組んでいる。
  郷土の歴史や文化、人物の業績などの学習を通して
郷土愛を育んだり、中１ギャップを解消したりするこ
となどを目指し、分離型の小中一貫教育を行ってい
る。
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我孫子中学校

　＝校章の由来＝

【教育目標】
◇生徒数 979人
◇学級数 31学級
◇教職員数 65人
◇校地面積 33,415㎡

住所　高野山５３７
電話　７１８２－５１９１
開校　昭和２２年
校長　杉　本　　明

湖北中学校
【学校教育目標】

　＝校章の由来＝ 　『自主貢献』　
  自主的に判断・行動し、助け合える生徒の育成

・自覚と誇りを持つ生徒が育つ
・互いに助け合う力が育つ

　　　・恥・卑怯を知り、美しい姿・行動が溢れる

◇生徒数 444人
◇学級数 15学級
◇教職員数 36人
◇校地面積 36,907㎡

住所　古戸３００番地 　・ケアのある学び ・適切な挨拶
電話　７１８８－２０４２ 　・主体的な生徒活動 ・感動の歌声
開校　昭和２２年 　・自律の部活動 ・感激の清掃
校長　佐 野　史 尚 　・創造のＫタイム　 ・心のＪＲＣ活動

　・向上の冬季練習 ・継続の家庭学習
　・感謝の地域交流 　 ・真摯なキャリア

自 覚 と 誇 り

   校門を入ると、「こんにちは」と生徒の明るいあいさ

つの声が迎えてくれます。本校では、すべての学習、

生活の場で「あいさつ・思いやり・感謝の心」の育成に

努めています。

生徒数、学級数、校地面積は平成28年5月1日現在
教職員数は平成28年6月1日現在

中央に湖北中と力

(4)夢と希望を持ち、努力する生徒

しくつつみこみ、

を大地の恵みを象

徴する稲穂がやさ

強く書かれ、それ

(3)勤労を尊び、社会に奉仕することのできる生徒

している。

【伝統の継承と発展】

我孫子市の我と中

学校の中を形どり、

我孫子中学校を表

　我孫子中を訪れると、その緑の豊かさに驚くでしょう。
正門から玄関まできれいに掃かれたアプローチはさながら
都市公園の散歩道の趣があります。朝夕にランニングする
生徒たちの元気な挨拶、教室から流れる歌声も緑の中の学
び舎と一体化し、美しい一枚の絵を描き出します。「清
掃」「挨拶」「歌声」は本校の伝統として生徒たちに受け
継がれています。

の育成を目指し、「個に応じたわかる授業」「思考力、判
断力､表現力を高める授業｣づくりを進めています。
　さらに、家庭と連携したきめ細かな生徒指導､一人一人
の生徒にとって「居場所のある学校」を構築する努力をし
ます。学校改善を目指した生徒の自主的活動を大切にして
います。
　文科系８、運動系１６を数える部活動は生徒達に多くの
選択肢を与え、各部とも盛んな活動をしています。

「社会の変化に主体的に対応し、夢と希望を持って自ら

ざす。

限りない向上をめ

(1)知恵と体力を備えた生徒
(2)自制心があり、情操豊かな生徒

　「地域の誇りとされる」学校

学び、豊かな心でたくましく生きる人間の育成をめざす」
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布佐中学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

◇生徒数 251人
◇学級数 10学級
◇教職員数 28人
◇校地面積 20,588㎡

住所　布佐１３０１
電話　７１８９－２４２６
開校　昭和２２年
校長　石 井　美 文

湖北台中学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

◇生徒数 370人
◇学級数 14学級
◇教職員数 34人
◇校地面積 29,792㎡

住所　湖北台６－９－１
電話　７１８８－２１２０
開校　昭和４４年
校長　稲 村　光 男

の桜の葉は校訓で

中央に校名の湖北

生徒数、学級数、校地面積は平成28年5月1日現在
教職員数は平成28年6月1日現在

あしらい健やかな

中央にカナ文字で

「フサ中」を形ど

り、周囲に瑞穂を

『主体的に、よりよい生き方や望ましい学習のあり方を求め、

成長と実りを象徴

したものである。

実践する生徒を育てる。』

と台を配し、三枚

ある品位・学力・

　本校は、戦後の教育改革である六・三制の実施に伴い地域の

熱い期待を担って昭和２２年５月に創立されました。この間、布

佐の教育に対する高い関心と温かい風土の中で生徒・職員・保

護者が一体となり、この地域の教育の中心として大きな成果を上

げてきました。卒業生も七千余名の多きにのぼり、現在さまざま

な分野で活躍をしています。

　また、地域の教育機関としては、歴史と文化のある布佐の地

で、地域の新しい時代を切りひらく創造的な思考力と共生する

態度を持つ人材を育てるため「自ら学び、共によりよく生きる生

徒の育成」を目標に日々努力しているところです。

　地域の方々の協力を得て進めている「布佐タイム」(総合的な

学習の時間)は、毎年充実したものとなり、地域の方々を講師と

し、１年生から３年生まで、12の講座に分かれて、地域に開かれ

た学校づくりを推進しています。また、生きる力を育てるため、体

験学習の一環として就職体験学習（２年生）を行っています。地

域を知り、地域の方々に布佐中の取り組みを知っていただくとと

もに、自分の将来を考える絶好の機会にもなっています。

　「みんなで創る地域の学校」を合言葉に、学区小学校や近隣

高校とも連携し、地域に根ざした学校づくりに邁進しております。

平成26年度に我孫子市の小中一貫教育モデル地区に指定さ

れ、小中が連携し、保護者・地域とともに地域総ぐるみで子ども

を育てる小中一貫教育の実践を進めています。

　本校では、上記の教育目標をふまえ、知・徳・体の調和のとれ

た生徒を育てることを基本方針として、生徒理解と実態把握をも

とに、近隣小学校・家庭・地域との連携を深めています。特に学

習指導・生徒指導・行事などで小中連携を推進し、積極的に交

流が図れるよう努めています。

　さらに、開かれた学校を目指すため、保護者や広く地域の

方々に学校行事や授業等の教育活動を公開するとともに、外部

評価を積極的に実施することにより、様々なご意見ご指導をいた

だいております。

　また、学習意欲の喚起と基本的な生活習慣、学習習慣の定着

をはじめ、生徒会活動、ボランティア活動、部活動などの充実を

教育の重点とし、生徒達に、「現在そして将来を､賢く､優しく、逞

しく生きていく力」をつけさせるために、「一人ひとりの生徒にとっ

て最もよいことは何か」、「地域の期待にどう応えるか」を全職員

が常に念頭に置いて教育活動にあたっているところです。

勤労を意味してい

る。
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久寺家中学校
【校訓】

　＝校章の由来＝

◇生徒数 534人
◇学級数 17学級
◇教職員数 41人
◇校地面積 26,175㎡

住所　つくし野１７１
電話　７１８４－３９８７
開校　昭和５１年
校長　市 之 瀨　啓 之

白山中学校

　＝校章の由来＝

◇生徒数 701人
◇学級数 22学級
◇教職員数 47人
◇校地面積 27,817㎡

住所　白山３－７－３
電話　７１８４－１８９３
開校　昭和５４年
校長　髙 橋　秀 彦

生徒数、学級数、校地面積は平成28年5月1日現在
教職員数は平成28年6月1日現在

２１世紀を生きるたくましい力と豊かな心を持った

築き、若者らしく

戦国時代、我孫子

ている。

自学・礼節・鍛錬
<合言葉>　

　        　情操豊かで品位のある生徒

生徒を育てる。

　「地域に根ざした豊かな心をはぐくむ学校づくり」を目
指して保護者・地域と共に、生きて働く力と体験に根ざし
た豊かな心を持ち、品格のある生き方のできる生徒を育て
ることを目標としています。
 特色のある教育として、日本の伝統文化で修養する「久
寺家学習」があります。地域に住んでおられる専門家の
方々を学校に招聘し、２、３年生の総合的な学習の時間
で、華道､茶道、書道、琴、俳句、能、居合、薙刀、剣
道、三味線の１０コースを行っています。
　その他に技術科の授業補助を行う「パソコンお助け隊」
の皆さん、生徒の登下校を見守っていただいている「防犯
ボランティア」の皆さんの力をお借りして地域と一体と
なった教育をすすめています。

「一生懸命が かっこいい! 一生懸命が きもちいい! プラス１」

【教育目標】

　○重　点　お互いに磨き合い成長する生徒

している。

 「みがき合い・支え合う、心豊かでたくましく生きる生
徒を育てる」を学校教育目標に掲げ、今年で３８年目を迎
えます。

　校歌は加瀬完先生の作詞です。この校歌の歌詩の中に白
山中学校の求める姿が描かれています。
　「励むや我ら師と友と」、「一人の友も置き去らじ」、
　「そのたくましき忍と耐」、「世界の空を天駈けん」。

そして、目指す生徒像は、
　・確かな学力を身につけた生徒
　・強い意志とたくましい体力を持った生徒
　・勤労を尊び、自ら実践する生徒
　・情操豊かで、品位のある生徒

白山中３つの伝統を合言葉に頑張っていきます。
　・明るく元気なあいさつ
　・心を磨く清掃
　・美しく響く歌声

本年度の重点目標は次の２つです。
　・コミュニケーション能力を高める
　・確かな学力を身につけさせる

本年度の研修主題は、
　自ら、共に学ぶ生徒の育成
　　～アクティブ ラーニング型授業の実践を通して

大きな夢、希望に

し、勇気を象徴し

左衛門但馬守の支

城であった久寺家

向かって果敢に取

城にゆかりの兜を

形どってデザイン

人としての基盤を

気を三角構図で示

り組む生徒の心意
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（６）生涯学習施設一覧                  

 

施 設 名 所 在 地 連 絡 先 

生涯学習センター「アビスタ」 若松２６－４ ７１８２－０５１５(ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ) 

公民館  我孫子地区公民館（アビスタ内） 若松２６－４ ７１８２－０５１１ 

湖北地区公民館 中里８１－３ ７１８８－４４３３ 

図書館  アビスタ本館 若松２６－４ ７１８４－１１１０ 

湖北台分館 湖北台９－３－６ ７１８７－３０５５ 

布佐分館 新々田１０９－１ ７１８９－１３１１ 

移動図書館 湖北台９－３－６ ７１８７－０９０９（湖北台分館内） 

鳥の博物館 高野山２３４－３ ７１８５－２２１２ 

市民体育館 古戸６９６ ７１８７－１１５５ 

五本松運動広場 

つくし野多目的運動広場 

岡発戸１４３３ 

つくし野５－５－３２ 

７１８７－１１５５（市民体育館） 

７１８１－７８７８ 

湖北台中央公園テニスコート 湖北台７－５ ７１８７－１１５５（市民体育館） 

湖北台中央公園野球場 湖北台７－５ ７１８７－１１５５（市民体育館） 

手賀沼公園テニスコート 若松１ ７１８７－１１５５（市民体育館） 

布佐下多目的広場 布佐２１５７ ７１８５－１６０４(文化・スポーツ課) 

浅間前多目的広場 浅間前新田３３６ ７１８５－１６０４(文化・スポーツ課) 

利根川ゆうゆう公園野球場 古戸地先 ７１８７－１１５５（市民体育館） 

利根川ゆうゆう公園サッカー場 古戸地先 ７１８７－１１５５（市民体育館） 

少年野球場 上沼田１７－２ ７１８５－１６０４(文化・スポーツ課) 

ふれあいキャンプ場 岡発戸１３９５ ７１８３－７００３ 

視聴覚ライブラリー 我孫子１６８４ ７１８５－１６０２（生涯学習課） 

地域交流教室 我孫子第一小学校 寿１－２２－１０ 

７１８５－１６０２（生涯学習課） 

 高野山小学校 高野山１９８ 

 湖北台西小学校 湖北台８－１７－１ 

 湖北台東小学校（２教室） 湖北台４－３－１ 

 布佐小学校 布佐１２１７ 

湖北郷土資料室 
古戸１７１－２ 

（湖北行政ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 2 階） 
７１８５－１５８３(文化・スポーツ課) 

旧村川別荘 寿２－２７－９ ７１８５－１５８３(文化・スポーツ課) 

志賀直哉邸跡書斎（緑雁明緑地内） 緑２－７ ７１８５－１５８３(文化・スポーツ課) 

文化財整理室 布佐平和台５－１－２ ７１８５－１５８３(文化・スポーツ課) 

白樺文学館 

杉村楚人冠記念館 

緑２－１１－８ 

緑２－５－５ 

７１８５－２１９２ 

７１８２－８５７８ 

旧井上家住宅 相島新田１ ７１８５－１５８３(文化・スポーツ課) 
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（７）我孫子市指定文化財一覧    

 

 名称 種別 所在地 指定年月日 

１ 二十一仏武蔵石板碑 有形文化財 中峠 1148(天照神社) H 7. 5.11 

２ （金塚古墳出土遺物）→県指定へ   （解除） 

３ 仁阿弥道八作「陶製仁王像」 有形文化財 根戸 1778(妙蓮寺) H13.10.29 

４ 裁縫雛形 有形民俗文化財 我孫子 1684(市教委) H14. 7.31 

５ 
新木東台遺跡出土 

地名・人名墨書土器 
有形文化財 我孫子 1684(市教委) H15. 7. 1 

６ 
西大作遺跡出土 

地名・人名墨書土器 
有形文化財 我孫子 1684(市教委) H15. 7. 1 

７ 
羽黒前遺跡出土 

人名墨書土器 
有形文化財 我孫子 1684(市教委) H15. 7. 1 

８ 
中里薬師堂薬師三尊像及び十二

神将像 

有形文化財 

（彫刻） 
中里 711-4 H18. 3. 6 

９ 旧村川別荘 史跡 寿 2-27-9 H19. 5.30 

10 古戸里神楽 無形民俗文化財 古戸地区 H20. 7.31 

11 旧杉村楚人冠邸 
有形文化財 

（建造物） 
緑 2 丁目 2208 番 1 外 H22. 1.29 

12 志賀直哉邸跡書斎 
有形文化財 

（建造物） 
緑 2 丁目 1975 番 1 H23. 3.31 

13 
葺不合神社本殿・拝殿 

附 二の鳥居 

有形文化財 

（建造物） 
新木 1812 番外 H24. 3.29 

１４ 

旧井上家住宅 母屋・二番土蔵・新

土蔵・旧漉場、表門・裏門  

附 庭門及び両脇屋根塀、裏門両

脇屋根塀 土地 

有形文化財 

（建造物） 
相島新田字堀前１番地 H24.12.28 

１５ 日立精機２号墳 史跡 我孫子二丁目 1 番 88 H26.2.28   

１６ ヒカリモ発生地 天然記念物 岡発戸８０７番の一部外 H28.2.29 

                  



（８）我孫子市教育行政年表

昭和

３０年 ４月 我孫子町、湖北村、布佐町が合併して我孫子町となる。

小学校６校７７学級、中学校３校３１学級

我孫子第四小学校、合併に伴い児童数が急増、２部授業となる。

５月 新生我孫子町初の教育委員会が開催される。教育指標として、①教育委員会設置目的の達成②
学校教育の刷新③家庭教育の改善④社会教育の実践強化を掲げる。

３１年 ２月 第一小学校講堂建築工事竣工。

４月 教育委員選挙（公選）で３人が当選。

６月 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が公布。教育委員は任命制、委員は５人とな
る。１０月 新法施行。教育委員に公選で選ばれていた４人と女性１人を任命。

３２年 ４月 第１回我孫子町文化祭開催。

３３年 ３月 我孫子町公民館条例、我孫子町社会教育委員条例が制定される。

１０月 高野山古墳群発掘調査始まる。

３４年 ３月 第一小学校校舎増築、第三小学校校舎増築、第四小学校校舎増築工事が竣工。

３５年 ４月 日本学校安全会の業務が開始。児童一人当たり掛け金は年額２０円、保護者負担は１０円、町
負担１０円。

７月 社会教育委員会が再発足。５人の委員を任命。

１２月 町議会、我孫子町青少年問題協議会に関する条例を可決。

３６年 ４月 高校生を対象とした奨学資金（貸付月額２千円以内、無利子）制度を設置。

９月 我孫子中学校で火災が発生、６教室を除いて焼失。焼失をまぬがれた教室、第一小学校小講堂
・特別教室、第二小学校、自動車教習所を使って分散授業。

１１月 我孫子中学校、仮設校舎（１２教室）が完成。

３７年 ４月 スポーツ振興法が施行。町体育協会が発足。

６月 体育指導員１０人が決まる。

体育協会主催第１回我孫子町野球大会が農電、湖北中グラウンドで開催される（体協参加１１
チーム）。

７月 町議会、湖北中学校校地拡張の土地１，１５５㎡の取得議案を可決。

８月 手賀沼、利根川等我孫子地区周辺の川沼を水泳禁止区域とし、広報に掲載するが８月５日第四
小学校児童が利根川で水死。

９月 青山水門下堤防内１haを借り受け、町民運動場を開設。

１１月 文化展覧会（日本画、洋画、彫刻、工芸、書道、写真、生花、手芸、児童画、標本、菊鉢植等
出展１，２８８点）、庭球大会（１１チーム）、芸能祭（歌謡曲、日本舞踊、バレエ）を開
催。
第一小学校・布佐小学校給食室を建設。３月から週５日パン・ミルクを主とした給食開始。
１日３０円。

３８年 ２月 山中湖でスケート教室開催（参加者４５名）。

我孫子町野球連盟設立総会が役場で開かれる（参加２２チーム）。

４月 ３８年度卒業生は小学校６０１人、中学校６６３人。

中学校の高等学校進学率は、我孫子中学校２０２人７４％、湖北中学校１００人６４％、布佐
中学校６２人６２％、３校合わせて７０％と広報に掲載。

７月 教育委員会主催キャンプ教室を開催。

３９年 ３月 町議会、町立小学校、町立中学校設置条例を定め、公の施設として、名称・位置を定める。

４月 青少年相談員制度を設置、４９人を任命。

８月 青少年相談員・教育委員会主催の映画祭を学校校庭６箇所で開催。

１０月 第１回町内小中学校陸上競技大会を我孫子中学校で開催。

総合文化祭（芸能祭、町民運動会、総合展覧会、菊花祭、俳句大会、軟式庭球大会、卓球大
会、短歌会）を開催。

１１月 我孫子町華道連盟発足。

４０年 ２月 我孫子町体育公社を設立。陸上競技場・野球場・水泳プール・テニスコート・体育館の建設と
運営、スポーツ行事を振興事業を計画。

３月 青少年総合対策の一環として青年館を建築。

７月 第四小学校、教室棟１棟鉄筋コンクリート３階建増築工事竣工。

８月 第一小学校水泳プールが完成、プール開き。

４１年 １月 成人式パーティー（第一小学校講堂）を実施。

２月 広報で学校給食の実施状況を報告。

実施校　第一小学校（７９６人）　第三小学校（２３０人）　湖北小学校（７１２人）　布佐
小学校（４７５人）　湖北中学校（４０３人）　計２，６１６人
給食費　１人１ヶ月　小学校７００円　中学校８００円

９月 中央公民館開館式。

湖北小学校特殊学級教室を建築、竣工。

56



１０月 我孫子中学校体育館建設、竣工。

１０日を「体育の日」とし、国民の祝日となる。

１１月 公民館講座開始。

青年教室～農業講座、商業講座、書道講座、自動車整備講座

成人教室～園芸講座、趣味の講座、婦人教室、手芸講座、華道講座、スポーツ教室

４２年 ６月 婦人学級出張講座を湖北・布佐地区を対象に開始。

４３年 １０月 町役場新庁舎で業務開始。教育委員会事務局は２階に。

１１月 こども県展（美術）で湖北小学校が学校賞を受賞。

４４年 ３月 「我孫子古墳群」刊行。

４月 財団法人「体力づくり協会我孫子支部」発会。

７月 全国放送陸上競技大会で湖北中学校が団体で総合優勝。

１０月 湖北台西小学校、湖北台中学校をそれぞれ湖北小学校、湖北中学校内に開校。

１１月 町民体育大会を開催。

４５年 ７月 市制施行。

４６年 ３月 第一小学校、移転開校。

４月 我孫子市文化連盟が発足（１６団体）。

５月 市内４中学校の進路状況を広報に掲載。

卒業生５２３人。進学者４７４人、就職者３０人、うち定時制高等学校入学者５人、各種学校
入学者８人、在家庭１１人。進学者の６０．５％が公立高等学校。

６月 湖北台中央公園に野球場１面、テニスコート４面が完成。

１１月 東葛駅伝で我孫子中学校が５連覇、湖北中学校が２位。

４７年 １月 成人式を暖房等が整った施設ができるまで中止することを決定。

３月 我孫子市文化財保護条例を制定。

４月 教育委員会事務局組織が係制となる。

　庶務課（庶務係、財務係）、学校教育課（学務係、管理係）

　社会教育課（社会教育課係、社会体育係）、指導室、公民館

社会科副読本「わたしたちの我孫子」初版発行。

５月 第一、第二、第四、湖北台西、湖北（布佐は９月から）の各小学校の付近５００ｍ範囲を対象
に道路のスクールゾーンを設定。

７月 視聴覚教材の利用促進を図るため、１６ミリ映写機講習会を開催。

第一小学校、開校１００周年を記念して愛唱歌を募集。

手賀沼公園市民プール完成。８月１日プール開き。

４８年 １月 新春マラソン大会を開催。

３月 第一小学校・布佐小学校創立１００周年記念式典を開催。

市議会、市史編さん委員会条例を可決。

４月 成人式に代わる「若人の集い」を我孫子高等学校で開催。

９月 市民プールで市民水泳大会を開催。

１０月 第１回我孫子市ママさんバレーボール大会を開催。

４９年 １月 成人式を我孫子中学校体育館で開催。

５月 長寿大学を新設。

７月 湖北中学校の女子体操部が県中学生体操競技選手権大会で初優勝。

９月 中央公民館で家庭教育学級を開設。

５０年 ４月 市史編さん委員会を設置。

５月 高野山小学校開校。

１０月 中央公民館図書室で図書の貸し出しを開始。

１１月 市史研究センター設立総会開催。

１２月 第三小学校が柴崎区画整理区域内に移転。

５１年 ４月 根戸小学校、久寺家中学校開校。湖北中学校移転開校。

７月 市史の研究雑誌「我孫子市史研究」を創刊。

５２年 ４月 湖北台東小学校開校。湖北小学校移転。

６月 布佐地区（字北郷の利根川堤防の内側）に少年野球専用球場が完成。

７月 夏休み期間中の学校プールを子ども会育成会連絡協議会に加盟の団体又はＰＴＡに開放。

１１月 日本火災海上保険グラウンドで第１回市民運動会開催。

市民陸上競技記録会を中央学院大学を会場に開催。

５３年 ８月 湖北地区公民館開館。

移動図書館車（そよかぜ号）運行開始（１１ステーション）。中央公民館図書室は毎日貸し出
しとなる。
我孫子市民フィルハーモニー管弦楽団発足。

１０月 市民体力づくり大会（旧市民運動会）を開催。

５４年 ４月 教育委員会事務局が庶務課、学校教育課、社会教育課、保健体育課、市史編さん室、指導室の
４課２室体制となる。
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白山中学校開校。

公民館講座につくし野教室を設置。

家庭教育学級を各小学校区１０箇所で開催（月１回、年１０回）。

６月 市議会、市民会館の設置及び管理に関する条例を制定。

１１月 市民会館開館。社会教育課の事務室を移転。

市民図書館開館。窓口事務にコンピュータを導入。

１２月 我孫子市民フィルハーモニー管弦楽団第１回定期演奏会。

市議会、新木小学校の設置、市民図書館設置等に関する条例を制定。

５５年 ４月 新木小学校開校。

視聴覚ライブラリー、少年センターを市民会館内に開設。

９月 国立スロバキア少年少女合唱団公演を開催。

５６年 １月 水運用管理センター４階に教育委員会事務室移転。

３月 第１回公民館まつりを開催。

３月 市議会、我孫子市スポーツ振興審議会条例を制定。

４月 並木小学校開校。

５月 公民館に婦人大学（学習期間２年）を開校。

１０月 郷土史の夕べとして筑波大学と我孫子市のジョイント公開歴史講座（１０回）を開催。

１１月 ファミリースポーツ講習会を開催。

手賀沼に響け郷土のはやし（民俗芸能公演）を開催。

５７年 ３月 地域歴史展「白樺派と我孫子」「利根川・手賀沼百景」展を開催。

７月 市民図書館湖北台分館開館。

１０月 市史編さん室が民俗学講座を開設。

１２月 青少年相談員・少年指導員・学校関係者・民生児童委員などの協力により「青少年健全育成推
進会議」を設置、啓発活動を進める。
史跡文学遊歩道計画基本計画を策定。

５８年 ２月 「明日の子どもを考える」社会教育ゼミナールを開催。

社会教育に関する市民意識調査を市民３，０００人を対象に実施する。

４月 布佐南小学校開校。

１１月 公開講演会・８３世界コミュニケーション年に寄せてドナルド・キーン氏を招いて「国際社会
と日本文化」を開催。

５９年 ３月 小中学生２３９人に５８年度体育・文化活動表彰。

社会教育課事務室を教育委員会事務局へ移転。

４月 市民会館の管理運営を教育長部局に移管。

プロゴルファー青木功氏に市民文化スポーツ栄誉章第１号を贈る。

８月 湖北台西小学校プールを試験的に一般開放する。

全国中学生陸上選手権大会で湖北中学校３年染谷早苗さんが女子１００ｍタイム１２秒１９で
優勝。

１１月 山階鳥類研究所落成式。

６０年 １月 元旦マラソンに１，０８１人が参加。

２月 並木小学校に屋根付き土俵「並木小ちゃんこ道場」が完成、九重部屋・関脇保志関を招いて
土俵開き。
長寿大学祭を開催。

７月 市史研究センターが「ＴＨＥアビコ」を出版。

市民図書館「夏休みお楽しみ会」を開催。

８月 湖北台西小学校、湖北小学校でプールの一般開放。

１２月 社会教育課「国際青年年記念ラリー」、「あびこ１ＹＹフェスティバル－２００１われらの
我孫子－」を開催。
市民図書館名画座「浮雲」を市民会館で上映。

市議会、新しい基本構想を可決、６２年４月からスタート。

６１年 ３月 社会教育課が市民会館で国際婦人の１０年実行委員会と「あびこ婦人フェスティバル」を開
催。

６月 我孫子市文庫連絡会が発足。

９月 市民体育館完成、利用受付開始。体育課は体育館内に移転。

１０月 市民体育館開館。

６２年 ４月 教育委員会事務局組織を改正し、社会教育図書館係を社会教育課から分離。

７月 市民図書館布佐分館開館。

９月 市民体育館野球場・テニスコートに夜間照明設備完成、使用開始。

１０月 第１回我孫子市絵画展開催。

６３年 ２月 志賀直哉の書斎移築復元記念式典を開催。

１１月 第１回親と子のふれあい教室「冬の野鳥観察とハイキングのつどい」を開催。

１２月 市の鳥にオオバンが指定される。
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平成

元年 ４月 教育委員会事務局が２部制となる。

教育総務部　総務課・学校教育課・指導課

社会教育部　社会教育課（博物館係を新設）・体育課・市史編さん室・公民館・図書館（課相
当組織となり、総務係、奉仕係を新設）

７月 第１回我孫子市民陸上大会を開催。

８月 第１６回全日本中学校陸上競技選手権大会で湖北中学校が４×２００ｍで優勝。

２年 ３月 我孫子市社会基本計画策定。

４月 教育委員会事務局組織として社会教育課から鳥の博物館を分離。

文化連盟講座を開講。

学習図鑑「ふるさと手賀沼」が完成。小学５・６年生と中学生に配布。

５月 鳥の博物館開館。初代館長に黒田長久山階鳥類研究所長が就任。２２日から一般公開。

第４回柳田国男ゆかりサミットを利根町と共催で開催。

９月 JETプログラムによりALT採用開始。

３年 ３月 市議会、市青年館設置及び管理に関する条例の一部改正で３２の青年館のうち２０青年館を廃
止する条例を可決。

４月 鳥の博物館が「あびこ鳥便り」を創刊、入館者に配布。

鳥の博物館入館者１０万人を達成。

５月 バードウィーク探鳥会開催。

６月 鳥の博物館展示案内書を刊行、ミュージアムショップで頒布。

我孫子市水泳連盟が発足。

７月 市民プールオープン。小学校プールは湖北小学校、湖北台西小学校、湖北台東小学校、布佐南
小学校で一般開放、他の小学校は団体開放を実施。

８月 レニングラード少年少女合唱団コンサートを開催。

ヤングミュージックフェスティバルを市民会館で開催。

長欠対策として水海道あすなろの里でふれあいキャンプを実施。

９月 小中学生理科作品展を中央公民館で開催（論文の部２８３点、工夫工作の部２３２点、標本の
部１３４点）。
市民大学開放講座として、中央学院大学オープンカレッジ（２０講座）、川村学園女子大学
（１４講座）を実施。

１０月 市民体力づくり大会を市民陸上競技場（利根川河川敷）で開催。

１１月 市民図書館、児童文学講演会を市民会館で開催。

全国学校体育研究会で新木小学校が全国保健体育優良校の表彰を受ける。

１２月 鳥の博物館で鳥だこ教室開催。

我孫子市スポーツ振興基金条例を制定。

４年 １月 新春マラソン大会開催（湖北台中学校周辺）、参加者１，０９８人。

２月 長寿大学祭を市民会館で開催。

第１回鳥学講座を開催。

初心者向け古文書解読講座を中央公民館で開催。

３月 公民館公開講座男塾、公開講演会を開催。

４月 湖北地区公民館が完成、竣工記念式典を開催、利用は５月１日から。

６月 図書館全館オンラインシステム化が完了、電算可読目録の導入。

市議会、我孫子市教育研究所設置条例を制定。

９月 学校週５日制が実施される。

教育研究所及び適応指導教室「ヤング手賀沼」を設置。

１１月 中央公民館が優良公民館として文部大臣表彰を受賞。

１２月 教育委員会事務局の勤務体制が完全週５日制となる。

５年 ４月 学校休業日・終了後の小学校運動場・体育館を一般開放。

ALTの直接雇用による採用開始。

５月 中学校の学校給食を開始（白山中学校）。

６月 ふれあいキャンプ場利用開始。

６年 ４月 湖北小学校郷土資料室を開設。

１１月 我孫子市民プラザがオープン。

７年 ４月 我孫子市情報公開条例施行。

鳥の博物館長が非常勤特別職から一般職となる。

５月 我孫子市指定文化財第１号に「二十一仏武蔵石板碑」を指定。

１０月 第１回手賀沼（ハーフ）マラソン開催。

８年 ４月 鳥の博物館ホームページ開設。

５月 鳥の博物館入館者５０万人を突破。

１２月 我孫子市民コンサートとして「第九」を演奏。

９年 ４月 市民体育館に湖北駅から送迎バス運行。
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市民図書館本館で祝日開館を始める。

１２月 こども１１０番の家制度スタート。

１０年 ３月 我孫子市社会教育基本計画（改訂版）を策定。

４月 中学校給食の調理業務委託を開始。

心の教室相談員を市内６中学校に配置。

１１年 ４月 我孫子市補助金が公募制となる。

１２年 １月 市民体育館に武道場完成、使用開始。

４月 教育委員会事務局組織の社会教育部を生涯学習部と改称、文化課を新設。

１１月 シドニー五輪柔道５２ｋｇ級メダリスト楢崎野教子選手に市民文化スポーツ栄誉章を授与。

１３年 ２月 取手市とスポーツ施設相互利用協定を締結し取手市グリーンスポーツセンターの市民利用が可
能となる。また市内の民間温水プールの一部も協定により市民開放を実施。

３月 ７年１２月から無料開放していた旧村川別荘を取得。

４月 図書館と公民館を統括し、生涯学習を推進する組織として「生涯学習センター」を設置。

生涯学習センターの愛称を公募、「アビスタ」と決定。

５月 五本松運動広場を一般無料開放。

学校評議員制度スタート。

第１回子ども議会開催。

８月 我孫子市生涯学習市民意識調査を実施（調査対象者２，０００人）

９月 我孫子市めるへん文庫基金条例の制定。

１１月 第１回ジャパン・バードフェスティバルを開催。

１４年 ３月 生涯学習市民委員会、「我孫子市生涯学習推進計画・提言書」を提出。

４月 我孫子市第３次総合計画第１次基本計画第１次実施計画スタート。

我孫子市生涯学習センター「アビスタ」開館。駐車場有料化。アビスタ内市民図書館が２０時
まで夜間開館。
教育委員会事務局生涯学習部社会教育課生涯学習担当を生涯学習担当（課相当組織）に改編。

「めるへん文庫」創設。作品を募集（１５年１月１１日入賞者表彰式）。

市民ミュージカル原作を募集。（「北に帰るのを忘れた白鳥」に決定。）

我孫子市市民図書館サービス計画を策定。

五本松運動広場整備方針策定。

５月 我孫子市体育館拡張事業計画策定。

社会教育委員を公募。

７月 布佐南小学校プールを夏期休業中市民に無料開放。

１１月 図書館公式ホームページ開設。

１２月 アビスタ利用者５０万人を達成。

１５年 ３月 我孫子市生涯学習推進計画～自分づくり人づくり心のまちづくり～を策定。

４月 教育委員会ホームページを開設。

小学校給食の調理業務委託を開始。

教育研究所に研究指導員を配置し、教育相談業務を開始。

全ALTが市直接雇用となる（JETプログラム採用廃止）。

５月 我孫子市における「子育て」「子育ち」環境等に関する総合調査を実施（調査対象者３，００
０人）。

６月 我孫子市温水プール建設検討委員会報告を提出。

８月 市民ミュージカル「北へ帰るのを忘れた白鳥」を上演。

アビスタ利用者１００万人を達成。

９月 老朽化により市民プールを廃止。

アビスタ内市民図書館利用者７０万人を突破。

１０月 生涯学習出前講座８８メニューでスタート。

１６年 ３月 我孫子市史「近現代篇」を刊行。

４月 体育課内に高校総体推進室を設置。

我孫子市第３次総合計画第１次基本計画第２期実施計画策定。

我孫子市社会教育推進計画策定。

図書館子どもの読書活動優秀実践図書館団体文部科学大臣表彰受賞。

教育研究所に特別支援教育担当を設け、指導主事、福祉主事を配置し、特別支援教育の体制づ
くりを開始した。

７月 小学校に安全管理員を配置し、学校生活において児童が安全に生活できる環境を整える。

１０月 総合型地域スポーツクラブ・根戸エンジョイクラブ設立。

アテネオリンピック・　野球競技、日本チーム銅メダル獲得。

代表選手の金子誠選手に我孫子市民文化スポーツ栄誉章授与。

１７年 ４月 生涯学習担当を生涯学習部から分離し、単独部局の生涯学習推進室を設置。生涯学習部は社会
教育部に改称。市史編さん室の廃止。

６月 ロシア・バレエ・フェスティバル開催。
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８月 第１回チャレンジウォーク始まる。

我孫子市民ミュージカル「バレンタイン・ドリーム」上演。

２００５千葉きらめき総体なぎなた競技開催。

１０月 小学校コンピュータ教室機器入れ替え、学校間ＬＡＮ使用開始。

我孫子市スポーツ振興応援団設立。

１１月 図書館ホームページからの資料予約サービス開始。近隣センターでの図書館サービス開始。

１８年 ３月 我孫子市湖北地区図書館用地選定に係わる調査報告書策定。

４月 教育研究所が指導課から分離、課相当組織となる。所内に特別支援教育センター、教科書セン
ターを設置。生涯学習推進室に、生涯学習担当（課相当組織）を新設し、社会教育部から公民
館、図書館の２課が移行し３課に。高校総体推進室の廃止。
学校給食に我孫子産米を導入。

体育施設インターネット等予約スタート。

財団法人我孫子市都市建設公社を指定管理者として公民館を管理運営させる。

図書館開館日・開館時間の拡大。

 (館内整理日の開館・市民図書館　土・日・祝も２０時まで時間延長)

総合型地域スポーツクラブ・三小健康クラブ及び湖北はつらつクラブ設立。

７月 キャリア教育推進組織体制確立、小学校１２校、中学校５校で職場体験学習実施。

アロハ・フェスタｉｎアビコ'０６開催。

１２月 いじめ対策委員会設置、市内全小中学校で共通アンケートを実施。

五本松運動広場クラブハウス解体。

１９年 ２月 鶏民芸品展－秋篠宮コレクション－開催。

４月 心の教室相談員を１９校に配置した。

５月 旧村川別荘が市指定文化財に指定。

６月 我孫子第一小学校で「あびっ子クラブ」がスタート。

７月 手賀沼文化拠点整備計画の策定。

小学校プール一般開放。第一小学校・湖北小学校・湖北台西小学校、根戸小学校・布佐南小学
校・第三小学校・第四小学校・新木小学校で実施。
２０１０年第６５回国民体育大会の千葉県開催が決定。

８月 アロハフェスタで歯ッピースマイルフォトコンテストを開催。

我孫子市湖北地区図書館用地選定に係わる調査報告書（第二次）策定。

９月 小・中学校にＡＥＤを設置。

１１月 プエリ・ガウデンテス少年合唱団が我孫子市合唱祭で公演。

１２月 新木小学校、高野山小学校で人権教室を開催。

第６５回国民体育大会なぎなた競技の会場地として決定。

２０年 １月 図書館内検索コンピュータからの資料予約サービス開始。

２月 手賀沼文化拠点整備計画　実行計画の策定。

３月 根戸小学校の増築校舎が完成。

４月 つくし野多目的広場完成。

社会教育部と生涯学習推進室を統合し生涯学習部に改称。学び推進課の新設。体育課内に国体
推進室を設置。
教育研究所にケースワーカーを配置し、相談体制の充実を図った。

５月 第６５回国民体育大会我孫子市実行委員会設立発起人会を開催。

７月 第８５回東京箱根間往復大学駅伝競走総合第５位の中央学院大学陸上部にスポーツ功労章授
与。
古戸里神楽が市指定文化財に指定。

ゆめ半島千葉国体我孫子市実行委員会設立総会及び第１回実行委員会総会を開催。

２１年 １月 鳥の博物館元旦開館。

第１６回全国小学生バドミントン選手権大会男子ダブルス５年生以下優勝の松本多聞選手にス
ポーツ功労章授与。
我孫子市学校支援地域本部事業「湖北台地区学校サポートセンター」発足。

２月 五本松運動広場整備基本計画の策定。

布佐下多目的広場整備基本設計の策定。

３月 湖北地区図書館基本計画策定。

４月 生涯学習部を６課から４課に再編。生涯学習課、文化・スポーツ課、鳥の博物館、図書館。
少年センターを生涯学習部社会教育課から教育総務部指導課に移管。
特定非営利活動法人我孫子市体育協会・株式会社東進ビルシステム共同事業体を指定管理者と
して市民体育館等を管理運営させる。
白樺文学館市に寄贈、市運営。

５月 我孫子市生涯学習推進計画(第二次）～自分づくり人づくり心のまちづくり～を策定。

第５０回都道府県対抗なぎなた大会（第６５回国民体育大会（ゆめ半島千葉国体）なぎなた競
技リハーサル大会）を開催。

６月 我孫子市文化芸術振興条例公布。
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７月 湖北地区図書館建設用地の一部を債務負担行為で土地開発公社が先行取得。

第６４回国民体育大会関東ブロック大会なぎなた競技を市民体育館で実施。

９月 我孫子市文化施設整備基金条例の制定。

１１月 湖北地区公民館指定管理者名称変更。

２２年 １月 旧杉村楚人冠邸が市指定文化財に指定。

２月 我孫子市文化芸術振興基本方針策定。

４月 事業仕分けにより週５日制事業・男塾・わんぱくスクール廃止。

９月 第６５回国民体育大会ゆめ半島千葉大会「なぎなた競技会」を開催。

１０月 湖北小学校増田文庫開設。

１２月 我孫子市文化財保存基金条例を制定。基金を設置。

２３年 ３月 志賀直哉邸跡書斎が市指定文化財に指定。

４月 国体推進室の廃止。

１１月 杉村楚人冠記念館開館。

２４年 ３月 葺不合神社が市指定文化財に指定。

４月 中学校補助教材「ふるさと我孫子の先人たち」が完成。中学生１・２・３年生に配付。

６月 図書館資料の返却延滞者に対し、図書館資料の貸出し及び予約の停止措置を開始。

８月 平井康翔選手(一小､我中出身)ロンドンオリンピック競泳男子10ｷﾛマラソン出場。

１２月 旧井上家住宅が市指定文化財に指定。

２５年 １月 いじめ・悩み相談ホットラインを教育研究所に開設。

３月 学習図鑑「ふるさと手賀沼」全面改訂（第６版発行）。

我孫子市教育振興基金条例の制定。

４月 湖北地区公民館指定管理者が変更となる。

１０月 我孫子市小中一貫教育推進委員会発足。

２６年 ２月 いじめ・悩み相談ホットライン　メール相談開始。

我孫子市小中一貫教育基本方針策定。

日立精機２号墳が市指定文化財に指定。

４月 指導課内に小中一貫教育推進室の設置。

６月 全国女子大学ゴルフ対抗戦の優勝をたたえ、中央学院大学ゴルフ部女子にスポーツ功労賞を
贈呈。

７月 国際アンデルセン賞作家賞を受賞した上橋菜穂子さんに市民文化スポーツ栄誉章を贈呈。

１０月 我孫子市いじめ防止対策推進条例およびいじめ防止基本方針の制定。

１１月 手賀沼殉難７０周年式典として、手賀沼殉難教育者慰霊式を執り行う。

２７年 ４月 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正に伴い、新たな教育委員会制度がスタート。

Abi☆小中一貫カリキュラムの策定。小中一貫教育推進モデル地区として布佐中学校区を指
定。

７月 我孫子市教育大綱の策定。

１１月 手賀沼殉難教育慰霊碑を湖北小学校に移設。

２８年 ２月 ヒカリモ発生地が市指定文化財に指定。

３月 我孫子市社会教育委員条例とあびこ楽校協議会運営要綱を廃止し、我孫子市生涯学習審議会条
例を制定。
我孫子市教育振興基本計画の策定。

４月 我孫子市社会教育委員会議とあびこ楽校協議会を統合し、生涯学習審議会を設置。

７月 湖北郷土資料室の開室。
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